
 

理科ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

 

１．理科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・理科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた理科において育成すべき資質・能

力の系統性について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成のために

重視すべき理科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき理科の評価の在り方について 

 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 
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【高
等
学
校
】

【小
学
校
】

理
科
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
2
01
6
04
2
0案

）

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

0

【幼
稚
園
】（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
部
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
自
然
に
触
れ
て
感
動
す
る
体
験
を
通
し
て
、
自
然
の
変
化
な
ど
を
感
じ
取
り
、
身
近
な
事
象
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
、
自
然
へ
の
愛
情
や
畏
敬
の
念
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

・
身
近
な
動
植
物
を
命
あ
る
も
の
と
し
て
、
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
明
確
に
し
て
課
題
を
設
定
し
，
根
拠
に
基
づ
く
結
論
を
導
き
出
す
過
程
を
通
し
て
，
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

○
①
概
念
や
原
理
・
法
則
の
基
本
的
な
理
解
や
観
察
・実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

②
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
・
実
験
し
，
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
力
を
養
う
。

③
自
然
を
敬
い
，
自
然
の
事
物
・事
象
に
す
す
ん
で
か
か
わ
り
，
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
と
根
拠
に
基
づ
き
判
断
し
表
現
す
る
態
度
を
養
う
。

●
小
学
校
で
身
に
付
け
た
，
比
較
，
分
類
，
関
係
付
け
，
条
件
制
御
な
ど
の
資
質
・能
力
を
さ
ら
に
高
め
，
自
然
事
象
の
把
握
，
問
題
の
設
定
，
予
想
・
仮
説
の
設
定
，
検
証
計
画
の
立
案
，
観
察
・
実
験

の
実
施
，
結
果
の
処
理
，
考
察
・
推
論
，
表
現
等
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

例
え
ば
，
１
年
：
自
然
の
事
物
・事
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
，
そ
の
中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
す
。
２
年
：
解
決
方
法
を
立
案
し
て
実
行
し
，
結
果
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
３
年
：
探
究
の
過
程
を
振
り
返
り
，

そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
見
い
だ
し
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
導
き
出
す
過
程
を
通
し
て
，
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

○
①
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
観
察
・
実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

②
見
通
し
を
も
っ
て
的
確
に
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
問
題
解
決
の
能
力
を
養
う
。

③
自
然
を
大
切
に
し
，
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
，
妥
当
性
を
検
討
す
る
態
度
を
養
う
。

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
整
理
し
考
察
し
表
現
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

●
問
題
解
決
の
能
力
，
例
え
ば
，
３
年
：
差
異
点
や
共
通
点
に
気
付
き
問
題
を
見
い
だ
す
力
，
４
年
：
既
習
事
項
や
生
活
経
験
を
基
に
根
拠
の
あ
る
予
想
や
仮
説
を
発
想
す
る
力
，
５
年
：
質
的
変
化
や
量
的

変
化
，
時
間
的
変
化
に
着
目
し
て
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る
力
，
６
年
：
要
因
や
規
則
性
，
関
係
を
多
面
的
に
分
析
し
て
考
察
し
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
を
育
成
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

●
目
的
を
設
定
し
，
計
測
し
て
制
御
す
る
と
い
う
考
え
方
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
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（
小
学
校
低
学
年
）

例
え
ば
，
【
生
活
科
】

○
自
然
と
の
か
か
わ
り
に
関
心
を
も
ち
，
自
然
を
大
切
に
し
た
り
，
そ
の
不
思
議
さ
に
気
付
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
身
近
な
自
然
を
観
察
し
た
り
，
季
節
や
地
域
の
行
事
に
か
か
わ
る
活
動
を
行
っ
た
り
な
ど
し
て
，
四
季
の
変
化
や
季
節
に
よ
っ
て
生
活
の
様
子
が
変
わ
る
こ
と
に
気
付
き
，
自
分
た
ち
の
生
活
を
工
夫
し
た
り
楽
し
く
し
た
り
で

き
る
。

○
身
近
に
あ
る
自
然
を
利
用
し
た
り
，
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
り
な
ど
し
て
，
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
つ
く
り
，
そ
の
面
白
さ
や
自
然
の
不
思
議
さ
に
気
付
き
，
み
ん
な
で
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
動
物
を
飼
っ
た
り
植
物
を
育
て
た
り
し
て
，
そ
れ
ら
の
育
つ
場
所
，
変
化
や
成
長
の
様
子
に
関
心
を
も
ち
，
ま
た
，
そ
れ
ら
は
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
生
き
も
の
へ
の
親
し
み
を
も
ち
，
大

切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

≪
基
礎
：b
a
si
c
sc
ie
n
ce
≫
（

Sc
ie

nc
e

fo
r  

Al
l 

st
ud

en
ts
：
善
良
な
市
民
と
し
て
）

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
明
確
に
し
て
課
題
を
設
定
し
，
根
拠
に
基
づ
く
結
論
を
導
き
出
す
過
程
を
通
し
て
，
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
て
る
と
と
も
に
，
科
学
的
な
見
方
や
考

え
方
を
養
う
。

○
①
概
念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的
な
理
解
と
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
理
解
や
，
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

②
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
・実
験
し
，
科
学
的
に
探
究
し
た
り
，
科
学
的
な
根
拠
を
も
と
に
表
現
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
持
ち
，
科
学
の
必
要
性
や
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
，
多
面
的
・総
合
的
に
判
断
す
る
態
度
を
養
う
。

●
中
学
校
で
身
に
付
け
た
資
質
・能
力
を
活
用
し
て
，
科
学
的
な
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
さ
せ
る
「観
察
・実
験
」
や
「
探
究
活
動
」
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
（数
学
，
情
報
，
保
健

体
育
，
地
理
な
ど
）
と
の
関
連
を
図
る
。

≪
応
用
：a
d
v
a
n
ce
d
sc
ie
n
ce
≫
（

Sc
ie

nc
e 

 fo
r  

In
te

re
st

ed
st

ud
en

ts
：
科
学
技
術
立
国
と
し
て
の
日
本
を
支
え
る
人
材
と
し
て
）

○
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
科
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
論
理
的
な
思
考
力
や
創
造
性
の
基
礎
を
養
う
。

●
「
観
察
・
実
験
」や
「探
究
活
動
」
を
一
層
充
実
さ
せ
て
，
科
学
的
な
探
究
能
力
の
育
成
を
図
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
（数
学
，
情
報
，
保
健
体
育
，
地
理
な
ど
）
と
の
関
連
を
図
る
。

≪
発
展
：e
x
p
lo
re
sc
ie
n
ce
≫
（

Es
pe

ci
al

ly
   

Sc
ie

nc
e 

 fo
r  

In
te

re
st

ed
  s

tu
de

nt
s：
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
と
し
て
）

○
科
学
的
課
題
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
，
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。
科
学
的
な
探
究
能
力
を
活
用
し
て
，
専
門
的
な
知
識
と
技
能
の
深
化
・統
合
化
を
図
る
と

と
も
に
，
自
発
的
・
創
造
的
な
力
を
養
う
。

●
科
学
的
な
探
究
能
力
の
育
成
を
主
体
的
に
図
る
こ
と
が
で
き
る
「課
題
研
究
」を
充
実
さ
せ
る
。

（
理
数
科
，
理
数
探
究
（仮
称
））

資
料
７
－
１

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育
課
程
部
会

理
科
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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理
科

知
識
や
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

資
質
・能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例

高
等
学
校

＜
選
択
科
目
＞

●
知
識
・
技
能
の
深
化

●
高
等
学
校
理
科
に
お
け
る
概
念
や
原

理
・
法
則
の
体
系
的
理
解

＜
必
履
修
科
目
＞

●
高
等
学
校
理
科
に
お
け
る
基
本
的
な

概
念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的
な
理
解

●
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
理
解

●
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験

等
の
技
能

●
科
学
的
な
探
究
能
力
（
論
理
的
・
分
析

的
・
統
合
的
に
考
察
す
る
力
）

●
新
た
な
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
力

●
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
，
自
然
に
対

す
る
多
面
的
な
も
の
の
見
方

●
自
然
の
事
象
を
目
的
意
識
を
持
っ
て
観

察
・
実
験
し
、
科
学
的
に
探
究
し
た
り
、

科
学
的
な
根
拠
を
も
と
に
表
現
し
た
り
す

る
力

●
果
敢
に
挑
戦
す
る
態
度

●
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度

●
科
学
に
対
す
る
倫
理
的
な
態
度

●
自
然
の
事
物
・
現
象
に
対
す
る
畏
敬

の
念

●
諦
め
ず
に
挑
戦
す
る
態
度

●
日
常
生
活
と
の
関
連
，
科
学
の
必
要

性
や
有
用
性
の
認
識

●
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
，
多
面
的
，

総
合
的
に
判
断
す
る
態
度

●
中
学
校
で
身
に
付
け
た
探
究
す
る
能

力
な
ど
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

課
題
の
設
定

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

表
現
・
伝
達

中
学
校

○
中
学
校
理
科
に
お
け
る
概
念
や
原

理
・
法
則
の
基
本
的
な
理
解

○
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

理
解

○
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験

等
の
基
礎
的
な
技
能
（
安
全
へ
の
配
慮
，

器
具
な
ど
の
操
作
，
測
定
の
方
法
，

デ
ー
タ
の
記
録
・
処
理
等
）

○
自
然
事
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ
し
て

仮
説
を
設
定
す
る
力

○
計
画
を
た
て
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観

察
・
実
験
す
る
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
す
る

な
ど
，
科
学
的
に
探
究
す
る
力
と
科
学
的

な
根
拠
を
も
と
に
表
現
す
る
力

○
探
究
の
過
程
に
お
け
る
妥
当
性
を
検
討

す
る
な
ど
総
合
的
に
振
り
返
る
力

○
自
然
を
敬
い
，
自
然
の
事
物
・
現
象

に
す
す
ん
で
か
か
わ
る
態
度

○
粘
り
強
く
挑
戦
す
る
態
度

○
日
常
生
活
と
の
関
連
，
科
学
す
る
こ

と
の
面
白
さ
や
有
用
性
の
気
付
き

○
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
的
確
に
判
断

す
る
態
度

○
小
学
校
で
身
に
付
け
た
問
題
解
決
の

力
な
ど
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

課
題
の
設
定

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

表
現

小
学
校

■
自
然
事
象
に
関
す
る
性
質
や
基
本
的

な
概
念
，
規
則
性
な
ど
の
体
系
的
な
理

解 ■
理
科
を
学
ぶ
意
義
の
理
解

■
科
学
的
に
問
題
解
決
を
行
う
た
め
に

必
要
な
観
察
・
実
験
等
の
基
礎
的
な
技

能
（
安
全
へ
の
配
慮
，
器
具
な
ど
の
操

作
，
測
定
の
方
法
，
デ
ー
タ
の
記
録

等
）

（
各
学
年
で
主
に
育
て
た
い
力
）

６
年
：
自
然
の
事
物
・
現
象
の
変
化
や
働

き
に
つ
い
て
そ
の
要
因
や
規
則
性
，

関
係
を
多
面
的
に
分
析
し
考
察
し
て
，

よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力

５
年
：
予
想
や
仮
説
な
ど
を
も
と
に
質
的

変
化
や
量
的
変
化
，
時
間
的
変
化
に

着
目
し
て
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る

力
４
年
：
見
い
だ
し
た
問
題
に
つ
い
て
既
習

事
項
や
生
活
経
験
を
も
と
に
根
拠
の

あ
る
予
想
や
仮
説
を
発
想
す
る
力

３
年
：
比
較
を
通
し
て
自
然
の
事
物
・
現

象
の
差
異
点
や
共
通
点
に
気
付
き
問

題
を
見
い
だ
す
力

■
自
然
に
親
し
む
態
度

■
失
敗
し
て
も
く
じ
け
ず
に
挑
戦
す
る

態
度

■
科
学
す
る
こ
と
の
面
白
さ

■
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
判
断
す
る

態
度

■
問
題
解
決
の
過
程
に
関
し
て
そ
の
妥

当
性
を
検
討
す
る
態
度

■
知
識
・
技
能
を
実
際
の
自
然
事
象
や

日
常
生
活
な
ど
に
適
用
す
る
態
度

■
多
面
的
，
総
合
的
な
視
点
か
ら
自
分

の
考
え
を
改
善
す
る
力

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

問
題
の
見
い
だ
し

予
想
･仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
整
理

考
察
や
結
論
の
導
出

1

振 り 返 り

見 通 し

振 り 返 り

見 通 し

振 り 返 り

見 通 し

資料７－２
平成２ ８年 ４月 ２ ６ 日
教 育 課 程 部 会
理科ワーキンググループ

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
を
通
じ
て
理
科
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
案
）

（
2
0
16
0
42
6案
）
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自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，

時
間
的
・
空
間
的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考

え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と

理
科
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
(案

)
平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

程
部

会
理
科
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
４
－
１

高
等
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発

展
的
に
考
察
す
る
こ
と

中
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発

展
的
に
考
察
す
る
こ
と

小
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
問
題
解
決
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，

発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と
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理
科

の
各

領
域

に
お

け
る

特
徴

的
な

見
方

 
（

案
）

 

１
 

科
学

の
目

的
 

 
 

科
学

の
目

的
は

、
自
然
事
象
を
説
明
で
き
る
法
則

や
理

論
を

構
築

し
て

い
く

こ
と
 

２
 

理
科

の
各

領
域

に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方
を
考
え

る
前

提
：

法
則

や
理

論
の

構
築

と
い

う
視

点
か

ら
整

理
す

る
こ
と
が
必
要
 

  表
１

 
理
科

の
各

領
域

に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方

 

 
領

 
 

 
 

域
 

エ
ネ
ル

ギ
ー

 
粒

 
 

 
 
子
 

生
 
 

 
 
命
 

地
 
 

 
 
球
 

見
方

・
考

え
方
 

 

自
然

の
事

物
・

現
象

を
主

と
し

て
量

的
・
関
係
的

な
視
点

で
捉
え
る
 

   ＊
高
等

学
校

で
は

，
事

象
を

よ
り

包
括

的
・

高
次
的

に
捉

え
る
 

    

自
然

の
事

物
・

現
象

を
主

と
し

て
質

的
・

実
体
的
な

視
点
で

捉
え
る
 

   ＊
中

学
校

か
ら

実
体

は
あ

る
が

見
え

な
い

（
不
可
視

）
レ
ベ

ル
の
原

子
，
分

子
レ
ベ

ル

で
事
象
を

捉
え
る

 

＊
高
等
学

校
で
は

，
事
象

を
よ

り
包

括
的

・

高
次
的
に

捉
え
る

 

 

生
命

に
関

す
る

自
然

の
事

物
・

現
象
を

主
と

し
て

多
様

性
と

共
通

性
の

視
点

で

捉
え

る
 

  ＊
「

分
子

～
細

胞
～

個
体

～
生

態
系

レ
ベ

ル
」
の
階
層

性
が

あ
り

，
小
・
中
・
高

と
上

が
る
に
つ

れ
て

扱
う

階
層

が
広

が
る
 

   

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る

自
然
の
事
物
・

現
象
を

主
と
し
て

時
間
的
・
空
間
的
な

視
点
で

捉
え
る
 

  ＊
「

身
の

ま
わ

り
～

地
球

～
宇

宙
レ

ベ
ル

」

の
階

層
性

が
あ

り
，
小
・
中
・
高

と
上

が
る

に
つ

れ
て

扱
う

階
層

が
広

が
る
 

   

 
 

  

  

  

  

小
学

校
 

「
見
え

る
（

可
視

）
レ

ベ
ル

」
 

「
物
レ
ベ

ル
」

 
「

個
体
～

生
態

系
レ

ベ
ル

」
 

「
身

の
ま

わ
り

（
見

え
る

）
レ

ベ
ル

」
 

中
学

校
 

「
見
え

る
（

可
視

）
～

見
え

な
い
（

不
可

視
）

レ
ベ
ル

」
 

「
物
～
物

質
レ
ベ

ル
」

 
「

細
胞
～

個
体

～
生

態
系

レ
ベ

ル
」
 

 

「
身

の
ま

わ
り
（

見
え

る
）
～

地
球
（

地
球

周
辺

）
レ

ベ
ル

」
 

高
等

学
校

 
「

見
え

る
（

可
視

）
～

見
え

な
い
（

不
可

視
）

レ
ベ
ル

」
 

「
物

質
レ

ベ
ル

」
（

マ
ク

ロ
と

ミ
ク

ロ
の

視

点
）

 

「
分
子
～

細
胞

～
個

体
～

生
態

系
レ

ベ
ル

」
 

「
身

の
ま

わ
り
（

見
え

る
）
～

地
球
（

地
球

周
辺

）
～

宇
宙

レ
ベ

ル
」
 

 

学
校

段
階

の
違

い
（
内

容
の

階
層

性
の

広
が
り
）
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表
２
理
科
の
各
領
域
に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方
の
整
理
例

20
16
03
29

領
域

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

見
方

自
然
の
事
物
・
現
象
を
主
と
し
て
量

的
・
関
係
的
な
視
点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
主
と
し
て
質

的
・
実
体
的
な
視
点
で
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を

主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・

現
象
を
主
と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な

視
点
で
捉
え
る

小
学
校

【
事
象
を
分
節
化
し
な

い
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関

係
的
な
視
点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
レ
ベ
ル
」
に
お

い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的
な
視
点
で

捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
個

体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し

て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
レ
ベ
ル
」
に

お
い
て
，
主
と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な
視

点
で
捉
え
る

例
：
豆
電
球
の
明
る
さ
に
つ
い
て
，
電
池
の

数
（
量
）
や
直
列
・
並
列
つ
な
ぎ
の
関

係
で
捉
え
る

例
：
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
変
わ
ら
な
い

こ
と
か
ら
実
体
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

を
捉
え
る

例
：
昆
虫
や
植
物
の
成
長
や
体
の
つ
く
り
に

つ
い
て
，
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

例
：
土
地
の
つ
く
り
や
変
化
に
つ
い
て
，
侵

食
・
運
搬
・
堆
積
の
関
係
を
時
間
的
・

空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

中
学
校

【
事
象
を
主
に
再
現
性
が

高
い
も
の
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
，

粒
子
）
と
，
主
に
再
現
性

が
低
い
も
の
（
生
命
，
地

球
）
に
分
節
化
す
る
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
～
見
え
な
い
（
不
可
視
レ
ベ
ル
）
」

に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関
係
的
な
視

点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
～
物
質
レ
ベ

ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的

な
視
点
で
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
細

胞
～
個
体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，

主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で
捉
え

る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
～
地
球
（
地

球
周
辺
）
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て

時
間
的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

例
：
電
気
に
関
す
る
現
象
に
つ
い
て
，
電
流
，

電
圧
，
抵
抗
（
量
）
の
関
係
を
オ
ー
ム

の
法
則
の
関
係
で
捉
え
る

例
：
物
質
や
そ
の
変
化
に
つ
い
て
，
原
子
や

分
子
を
化
学
変
化
で
実
体
的
に
捉
え
る

例
：
植
物
や
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に

つ
い
て
，
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

例
：
地
層
の
重
な
り
に
つ
い
て
，
時
間
的
・

空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

高
等
学
校

【
事
象
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
，

粒
子
，
生
命
，
地
球
に

分
節
化
す
る
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
～
見
え
な
い
（
不
可
視
レ
ベ
ル
）
」

に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関
係
的
な
視

点
で
捉
え
る
と
と
も
に
，
よ
り
包
括
的
・
高

次
的
に
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
質
レ
ベ
ル
」
に

お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的
な
視
点

で
捉
え
る
と
と
も
に
，
よ
り
包
括
的
・
高
次

的
に
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
分

子
～
細
胞
～
個
体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お

い
て
，
主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点

で
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
～
地
球
（
地

球
周
辺
）
～
宇
宙
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主

と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

例
：
電
気
抵
抗
に
関
す
る
現
象
に
つ
い
て
，

物
質
の
違
い
か
ら
包
括
的
・
高
次
的
に

捉
え
る

例
：
物
質
の
構
成
粒
子
に
つ
い
て
，
原
子
の

構
造
や
電
子
配
列
か
ら
包
括
的
・
高
次

的
に
捉
え
る

例
：
生
物
と
遺
伝
子
に
つ
い
て
，
多
様
性
と

共
通
性
の
視
点
で
捉
え
る

例
：
プ
レ
ー
ト
の
運
動
や
火
山
活
動
と
地
震

に
つ
い
て
，
時
間
的
・
空
間
的
な
視
点

で
捉
え
る
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自
然
事
象
に
対
す
る
気
付
き

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
・
実
験
の
実
施
＊
４

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

●
主
体
的
に
対
象
と
か
か
わ
ろ
う
と
し
た
り
，
観
察
し
よ
う
と
す
る
態
度

●
対
象
を
観
察
し
，
必
要
な
情
報
を
抽
出
・収
集
す
る
力

●
抽
出
・
収
集
し
た
情
報
に
つ
い
て
，
そ
れ
ら
の
関
係
性
（共
通
点
や
相
違
点
な
ど
）
や
傾

向
を
見
い
だ
す
力

●
見
通
し
を
持
ち
，
検
証
で
き
る
仮
説
を
設
定
す
る
力

●
仮
説
を
確
か
め
る
た
め
の
観
察
・実
験
の
計
画
を
立
案
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
計
画
を
評
価
・
選
択
・決
定
す
る
力

●
観
察
・
実
験
を
実
行
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
処
理
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
力

●
情
報
収
集
し
て
仮
説
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
り
，
考
察
し
た
り
す
る
力

●
全
体
を
振
り
返
っ
て
推
論
し
た
り
，
改
善
策
を
考
え
た
り
す
る
力

●
新
た
な
知
識
や
モ
デ
ル
等
を
創
造
し
た
り
，
次
の
課
題
を
発
見
し
た
り
す
る
力

●
事
象
や
概
念
等
に
対
す
る
新
た
な
知
識
を
再
構
築
し
た
り
，
獲
得
し
た
り
す
る
力

●
学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生
活
や
社
会
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

研
究
発
表

相
互
評
価

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

調
査

意
見
交
換
・
議
論

課 題 の 把 握( 発 見) 課 題 の 探 究( 追 究) 課 題 の 解 決

表
現
・
伝
達

●
考
察
・
推
論
し
た
こ
と
や
結
論
を
発
表
し
た
り
，
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
り
す
る
力

意
見
交
換
・
議
論

次
の
探
究
の
プ
ロ
セ
ス

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ６ 日
教 育 課 程 部 会
理科ワーキンググループ

見
通
し

振
り
返
り

資料７－４
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例
（
た
た
き
台
）
（
高
等
学
校
基
礎
科
目
の
例
）

2
0
1
6
0
4
2
6
案

学
習
活
動
例
（
主
体
的
な
課
題
解
決
）
＊
１

理
科
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
例
＊
２

協
働
的
な
学
び
の
例
＊
３

＊
１

探
究
の
過
程
は
，
必
ず
し
も
一
方
向
の
流
れ
で
は
な
い
。
ま
た
，
授
業
で
は
，
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
の
み
を
扱
っ
て
も
よ
い
。

＊
２

全
て
の
学
習
過
程
に
お
い
て
，
今
ま
で
に
身
に
付
け
た
資
質
・
能
力
や
既
習
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

＊
３

意
見
交
換
や
議
論
の
際
に
は
，
あ
ら
か
じ
め
個
人
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
，
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
分
の
考
え
を
よ
り
妥
当
な
も
の
に
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

＊
４

単
元
内
容
や
題
材
の
関
係
で
観
察
・
実
験
が
扱
え
な
い
場
合
も
，
論
理
的
に
検
討
を
行
う
な
ど
，
探
究
の
過
程
を
経
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

見
通
し
と
振
り
返
り
の
例

●
見
出
し
た
関
係
性
や
傾
向
か
ら
，
課
題
を
設
定
す
る
力

課
題
の
設
定
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資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に
重
視
す
べ
き
理
科
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
案
）
【
た
た
き
台
】

表
：
各
教
科
等
の
評
価
の
趣
旨

評
価
の
観
点
（
論
点
整
理
）

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

高
等
学
校
　
理
科

中
学
校
　
理
科

小
学
校
　
理
科

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
概
念
や
原

理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
し
，
知
識
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
基
本
操
作
を
習

得
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程
や
結
果
を

的
確
に
記
録
，
整
理
し
，
自
然
の
事
物
・
現
象

を
科
学
的
に
探
究
す
る
技
能
を
身
に
付
け
て
い

る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を
行

い
，
科
学
的
に
探
究
し
，
導
き
出
し
た
考
え
を

根
拠
を
も
と
に
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
主
体
的
に
か
か
わ

り
，
そ
れ
ら
を
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
と

と
も
に
，
探
究
の
過
程
な
ど
を
通
し
て
獲
得
し
た

知
識
・
技
能
を
日
常
生
活
や
社
会
に
生
か
そ
う

と
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
性
質
や
規
則
性
，
相

互
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

・
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
器
具
や
機
器
を

目
的
に
応
じ
て
扱
う
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程

や
結
果
を
的
確
に
記
録
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
見
通
し
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を
行

い
，
得
ら
れ
た
結
果
を
考
察
し
，
よ
り
妥
当
な
考

え
を
表
現
し
て
い
る
。

・
自
然
に
親
し
み
，
積
極
的
に
自
然
の
事
物
・

現
象
を
調
べ
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
，
問
題
解
決

の
過
程
な
ど
を
通
し
て
獲
得
し
た
知
識
・
技
能

を
身
の
回
り
の
自
然
の
事
物
・
現
象
の
把
握
に

生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
概
念
や
原

理
・
法
則
の
基
本
を
理
解
し
，
知
識
を
身
に
付

け
て
い
る
。

・
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
基
本
操
作
を
習

得
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程
や
結
果
を

的
確
に
記
録
，
整
理
し
，
自
然
の
事
物
・
現
象

を
科
学
的
に
探
究
す
る
技
能
の
基
礎
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を
行

い
，
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
し
，
導
き

出
し
た
考
え
を
根
拠
を
も
と
に
表
現
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
，
そ

れ
ら
を
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
と
と
も

に
，
探
究
の
過
程
な
ど
を
通
し
て
獲
得
し
た
知

識
・
技
能
を
日
常
生
活
に
生
か
そ
う
と
し
て
い

る
。

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ２ ９ 日
教 育 課 程 部 会
理 科 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料５
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芸術ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．芸術系科目を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・芸術系科目を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた芸術系科目において育成すべき資質・

能力の系統性について 

 ・芸術系科目において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき芸術系科目の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき芸術系科目の評価の在り方について 

 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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【小
学
校
】音
楽
科

【幼
児
教
育
】

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】音
楽
科

【高
等
学
校
】芸
術
科
（音
楽
Ⅰ
）

◎
音
楽
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
感
性
を
高
め
、
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や

音
楽
の
働
き
や
音
楽
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
音
楽
の
文
化
的
・
歴
史
的
背
景
や
構
造
と
、
曲
想
と
の
関
わ
り
及
び
音
楽
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
音
楽
表
現
を
す
る
た
め
に
必
要

な
歌
唱
、
器
楽
、
創
作
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
音
楽
の
特
徴
を
捉
え
、
音
楽
表
現
を
創
意
工
夫
し
て
表
現
意
図
を
創
造
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
幅
広
く
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
い
、
音
楽
の
意
味
や
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
音
楽
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
、
我
が
国
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
と
幅
広
く
関
わ
り
、
音
や
音
楽
を
生
活
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
音
楽
を
愛
好
す

る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

◎
表
現
及
び
鑑
賞
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
豊
か
に
し
、
音
楽
活
動
の
基
礎
的
な
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も

に
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
の
働
き
や
音
楽
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
音
楽
の
背
景
や
構
造
と
、
曲
想
と
の
関
わ
り
及
び
音
楽
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
音
楽
表
現
を
す
る
た
め
に
必
要
な
歌
唱
、
器
楽
、

創
作
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
音
楽
の
特
徴
を
捉
え
、
音
楽
表
現
を
創
意
工
夫
す
る
こ
と
や
、
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
味
わ
っ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
音
楽
活
動
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
我
が
国
の
音
楽
文
化
に
愛
着
を
も
つ
と
と
も
に
諸
外
国
の
音
楽
文
化
の
多
様
性
に
気
付
き
、
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
を
も

て
る
よ
う
に
す
る
。

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
生
活
の
中
で
心
動
か
す
出
来
事
に
触
れ
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
で
表
現
し
た
り
、
友
達
同
士
で
表
現
す
る
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
表
現
す
る
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
－
１

◎
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
育
て
る
と
と
も
に
、
音
楽
活
動
の
基
礎
的
な
能
力
を
培
い
、
豊
か
な

情
操
を
養
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
音
楽
的
な
特
徴
及
び
構
造
と
、
曲
想
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
音
楽
表
現
を
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
音
楽
の
特
徴
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
音
楽
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
や
、
音
楽
の
よ
さ
な
ど
を
見
い
だ
し
味
わ
っ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
様
々
な
音
楽
に
親
し
み
、
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

音
楽
科
，
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
４
月
２
６
日
版
）

104



【小
学
校
】
図
画
工
作
科

1

【幼
稚
園
】
（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【高
等
学
校
】

◎
表
現
及
び
鑑
賞
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
，
対
象
・
事
象
を
造
形
的
な
視
点
で
捉
え
て
創
造
的
に
考
え
，
感
性
を
豊
か
に
し
，
美
術
の
基
礎
的
な
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の

働
き
や
美
術
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
豊
か
な
情
操
を
養
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
形
や
色
彩
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
，
創
造
活
動
を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
理
解
し
た
り
，
美
術
作
品
や
文
化
遺
産
な
ど
に
つ
い
て
造
形
的
な
特
徴
な
ど
か
ら
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
や
，
発
想
や
構
想

し
た
こ
と
を
基
に
，
意
図
に
応
じ
て
創
意
工
夫
し
て
表
す
創
造
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
豊
か
に
発
想
や
構
想
す
る
こ
と
や
，
造
形
的
な
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
り
味
わ
っ
た
り
，
美
術
文
化
を
伝
統
的
か
つ
創
造
的
な
側
面
か
ら
捉
え
た
り
す
る
な
ど
，
創
造
的
に
思
考
・判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
主
体
的
に
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
に
取
り
組
み
，
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，
生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の
働
き
や
美
術
文
化
と
豊
か
に
関
わ
り
，
美
術
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

◎
美
術
の
幅
広
い
創
造
活
動
を
通
し
て
，
美
的
体
験
を
豊
か
に
し
，
対
象
・事
象
を
造
形
的
な
幅
広
い

視
点
で
捉
え
て
創
造
的
に
考
え
，
感
性
を
高
め
，
創
造
的
な
表
現
及
び
鑑
賞
の
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に

生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の
働
き
や
美
術
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
。

①
造
形
要
素
の
働
き
に
つ
い
て
，
創
造
活
動
を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
や
，

発
想
や
構
想
し
た
こ
と
を
基
に
，
意
図
に
応
じ
て
表
現
方
法
を
工
夫
し
て
表
す
創
造
的
な
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
主
題
を
生
成
し
た
り
創
造
的
に
構
想
し
た
り
す
る
こ
と
や
，
美
術
作
品
な
ど
の
表
現
の
工
夫
を

捉
え
た
り
，
美
術
文
化
を
伝
統
的
か
つ
創
造
的
側
面
か
ら
幅
広
く
捉
え
た
り
し
て
，
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ

を
感
じ
取
り
味
わ
う
な
ど
，
創
造
的
に
思
考
・
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
主
体
的
に
表
現
及
び
鑑
賞
の
創
造
活
動
に
取
り
組
み
，
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，

生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の
働
き
や
美
術
文
化
と
幅
広
く
関
わ
り
，
生
涯
に
わ
た
り
美
術
を
愛
好
す
る

心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

【高
等
学
校
】芸
術
科
（美
術
Ⅰ
）

【高
等
学
校
】芸
術
科
（工
芸
Ⅰ
）

◎
工
芸
の
幅
広
い
創
造
活
動
を
通
し
て
，
美
的
体
験
を
豊
か
に
し
，
対
象
・事
象
を
造
形
的
な
幅
広
い

視
点
で
捉
え
て
創
造
的
に
考
え
，
感
性
を
高
め
，
創
造
的
な
表
現
及
び
鑑
賞
の
能
力
を
伸
ば
す
と

と
も
に
生
活
や
社
会
の
中
の
工
芸
の
働
き
や
工
芸
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
造
形
要
素
の
働
き
に
つ
い
て
，
創
造
活
動
を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
や
，

発
想
や
構
想
し
た
こ
と
を
基
に
，
意
図
に
応
じ
て
吟
味
し
創
意
工
夫
し
て
制
作
す
る
創
造
的
な
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
心
豊
か
に
発
想
や
構
想
す
る
こ
と
や
，
工
芸
作
品
な
ど
の
表
現
の
工
夫
を
捉
え
た
り
，
工
芸
の
伝
統

と
文
化
を
創
造
的
側
面
か
ら
幅
広
く
捉
え
た
り
し
て
，
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
り
味
わ
う
な
ど
，

創
造
的
に
思
考
・
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
主
体
的
に
表
現
及
び
鑑
賞
の
創
造
活
動
に
取
り
組
み
，
工
芸
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，

生
活
や
社
会
の
中
の
工
芸
の
働
き
や
工
芸
の
伝
統
と
文
化
と
幅
広
く
関
わ
り
，
生
涯
に
わ
た
り
工
芸
を

愛
好
す
る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

【中
学
校
】
美
術
科

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と

と
も
に
、
友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
生
活
の
中
で
心
動
か
す
出
来
事
に
触
れ
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
で
表
現
し
た
り
、
友
達
同
士
で
表
現
す
る
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
表
現
す
る
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
－
２

図
画
工
作
科
，
美
術
科
，
芸
術
科
（
美
術
，
工
芸
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ

（
４
月
２
６
日
版
）

◎
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
形
や
色
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど
と
関
わ
り
創
造
的
に
考
え
、
感
性
を
働
か
せ
な
が
ら
、
つ
く
り
だ
す
喜
び
を
味
わ
う
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
造
形
的
な
創
造
活
動
の
基
礎
的
な
能

力
を
培
い
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
形
や
色
、
材
料
や
用
具
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
創
造
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
豊
か
に
発
想
や
構
想
す
る
こ
と
や
、
作
品
な
ど
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
る
こ
と
な
ど
、
創
造
的
に
思
考
・
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
主
体
的
に
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
に
取
り
組
み
、
つ
く
り
だ
す
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
や
、
生
活
の
中
の
様
々
な
造
形
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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【小
学
校
】国
語
科
（書
写
）

芸
術
科
（
書
道
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
４
月
２
６
日
版
）

【幼
児
教
育
】

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】国
語
科
（書
写
）

【高
等
学
校
】芸
術
科
（書
道
Ⅰ
）

◎
書
道
の
幅
広
い
創
造
的
活
動
を
通
し
て
，
書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き
の
視
点
で
書
を
捉
え
，
感
性

を
高
め
，
書
写
能
力
の
向
上
を
図
り
，
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
，
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
と
書
の
働
き

や
，
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
書
の
特
質
に
即
し
て
理
解
を
深
め
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
。

①
書
の
表
現
方
法
や
形
式
，
書
表
現
の
多
様
性
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
，
意
図
に
基
づ
い
た
創
造
的
な
表
現
を
構
想
し
工
夫

し
て
表
す
た
め
に
，
書
の
伝
統
に
基
づ
く
効
果
的
な
書
表
現
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
し
，
自
ら
の
意
図
に
基
づ
い
て
構
想
し
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
や
，
書
表
現
を
創
造
的
に
味
わ
っ
た
り
，

書
の
効
用
や
作
品
の
価
値
を
考
え
た
り
し
て
，
書
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
書
の
創
造
的
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，
表
現
と
鑑
賞
の
幅
広
い
活
動
に
主
体
的
に
取
組
む
と
と
も
に
，
文
字
や
書
の
効
用
を
生
活

や
社
会
の
中
で
生
か
し
，
書
の
伝
統
と
文
化
に
豊
か
に
関
わ
り
，
生
涯
に
わ
た
り
書
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

・
文
字
を
正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
書
写
能
力
を
社
会
生
活
に
生
か
す
と
と
も
に
、
文
字
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
書
写
能
力
を
日
常
生
活
や
学
習
活
動
に
生
か
す
と
と
も
に
、
手
書
き
の
意
義
や
文
字
の
由
来
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
生
活
や
遊
び
の
中
で
、
数
量
な
ど
に
親
し
む
体
験
を
重
ね
た
り
、
標
識
や
文
字
の
役
割
に
気
付
い
た
り
し
、
必
要
感
に
応
じ
て
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
言
葉
を
通
し
て
先
生
や
友
達
と
心
を
通
わ
せ
、
絵
本
や
物
語
な
ど
を
親
し
み
な
が
ら
、
豊
か
な
言
葉
や
表
現
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
言
葉
に
よ
る
表
現
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る

・
生
活
の
中
で
心
動
か
す
出
来
事
に
触
れ
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
で
表
現
し
た
り
、
友
達
同
士
で
表
現
す
る
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
表
現
す
る
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。

（
国
語
科
（
必
履
修
科
目
）

「
現
代
の
国
語
」
（
仮
称
）

・
実
社
会
・
実
生
活
に
生
か
す
内
容

（
履
歴
書
等
の
社
会
的
な
文
書
や

通
信
文
な
ど
に
お
い
て
文
字
を

効
果
的
に
書
く
こ
と
な
ど
）

「
言
語
文
化
」
（
仮
称
）

・
多
様
な
文
字
文
化
に
関
す
る
内
容

（
古
典
の
作
品
と
書
体
等
と
の
か

か
わ
り
を
も
つ
こ
と
な
ど
）

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
－
３
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

小
学
校

音
楽

・
音
楽
的
な
特
徴
及
び
構
造
と
、
曲
想
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
理
解
、
音
符
、
休
符
、
記
号
や
音
楽
に
関

わ
る
用
語
の
意
味
や
働
き
に
つ
い
て
音
楽
活
動
を
通

し
た
理
解

な
ど

・
自
分
で
音
楽
表
現
を
し
た
り
友
達
と
一
緒
に
音
楽
表

現
を
し
た
り
、
自
分
の
思
い
や
意
図
を
音
楽
で
表
現

し
た
り
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
技
能

な
ど

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る

要
素
を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生
み
出
す
よ
さ
や
面

白
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
知
識
や
技
能
を
得
た
り
活

用
し
た
り
し
て
、
音
楽
表
現
を
工
夫
し
、
ど
の
よ
う
に
表
す

か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
見
い
だ
す
力

な
ど

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る

要
素
を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生
み
出
す
よ
さ
や
面

白
さ
な
ど
の
感
じ
取
り
な
が
ら
、
知
識
を
得
た
り
活
用
し
た

り
し
て
、
楽
曲
の
特
徴
や
演
奏
の
よ
さ
な
ど
を
考
え
味
わ
い
、

自
分
な
り
に
音
楽
の
よ
さ
な
ど
を
見
い
だ
す
力

な
ど

・
リ
ズ
ム
感
、
旋
律
感
な
ど
音
楽
の
特
性

を
感
じ
取
る
感
性

・
協
働
し
て
音
楽
活
動
す
る
喜
び
の
実
感

・
音
楽
の
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組
む
態

度

・
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情

・
生
活
の
中
の
様
々
な
音
や
音
楽
へ
の

気
付
き

・
音
楽
経
験
を
生
活
に
生
か
し
、
生
活
を

明
る
く
潤
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
態
度

・
我
が
国
や
諸
外
国
の
音
楽
に
親
し
み
、

そ
れ
ら
を
大
切
に
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て

感
動
す
る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の

情
操

な
ど

下
線
部
は
、
〔
共
通
事
項
〕
と
関
連
す
る
箇
所

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
１
－
１
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

中
学
校

音
楽

・
音
楽
の
構
造
と
曲
想
と
の
関
わ
り
、
及
び
音
楽
の
背

景
と
曲
想
と
の
関
わ
り
や
そ
の
多
様
性
な
ど
の
音
楽

文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
音
楽
を
形
づ

く
っ
て
い
る
要
素
及
び
そ
れ
ら
に
関
わ
る
用
語
や
記

号
な
ど
に
つ
い
て
、
音
楽
に
お
け
る
働
き
と
関
わ
ら

せ
て
理
解
す
る
こ
と

な
ど

・
自
分
な
り
に
音
楽
表
現
を
創
意
工
夫
し
た
り
、
思
い

や
意
図
を
音
楽
で
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と

な
ど

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る

要
素
や
要
素
同
士
の
関
連
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生

み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
識
や
技
能
を

得
た
り
活
用
し
た
り
し
て
、
音
楽
表
現
を
創
意
工
夫
し
、
ど

の
よ
う
に
表
す
か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
生
み
出
す
こ
と

な
ど

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る

要
素
や
要
素
同
士
の
関
連
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生

み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
識
を
得
た
り

活
用
し
た
り
し
て
、
音
楽
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
た
り
、
音

楽
と
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
と
の
関
連
か
ら
音
楽
を
捉
え
た
り
、

自
分
に
と
っ
て
の
価
値
を
考
え
た
り
し
、
よ
さ
や
美
し
さ
を

味
わ
い
、
音
楽
の
意
味
や
価
値
を
生
み
出
す
こ
と

な
ど

・
音
や
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
の
質

的
な
世
界
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
感

じ
取
る
感
性

・
協
働
し
て
音
楽
活
動
す
る
喜
び
の
自
覚

・
音
楽
の
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組
む
態

度

・
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情

・
音
環
境
へ
の
関
心

・
音
楽
に
よ
っ
て
生
活
を
明
る
く
豊
か
な

も
の
に
す
る
態
度

・
我
が
国
の
音
楽
文
化
へ
の
愛
着
や
、
諸

外
国
の
様
々
な
音
楽
に
関
わ
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て

感
動
す
る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の

情
操

な
ど

下
線
部
は
、
〔
共
通
事
項
〕
と
関
連
す
る
箇
所
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

高
等
学
校

芸
術

（
音
楽
）

・
音
楽
の
構
造
と
曲
想
と
の
関
わ
り
、
及
び
音
楽
の
文

化
的
・
歴
史
的
背
景
と
曲
想
と
の
関
わ
り
や
表
現
方

法
、
音
楽
様
式
、
伝
承
方
法
の
多
様
性
な
ど
の
音
楽

文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
音
楽
を
形
づ

く
っ
て
い
る
要
素
及
び
音
楽
に
関
す
る
用
語
や
記
号

な
ど
に
つ
い
て
、
音
楽
表
現
上
の
働
き
と
関
わ
ら
せ

て
理
解
す
る
こ
と

な
ど

・
個
性
を
生
か
し
た
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
を
し
た
り
、

表
現
意
図
を
音
楽
で
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
技
能

を
身
に
付
け
る
こ
と

な
ど

・
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を

知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
識

や
技
能
を
得
た
り
活
用
し
た
り
し
て
音
楽
表
現
を
創

意
工
夫
し
、
楽
曲
の
背
景
な
ど
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら

表
現
意
図
を
創
造
す
る
こ
と

な
ど

・
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を

知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
識

を
得
た
り
活
用
し
た
り
し
て
音
楽
を
自
分
な
り
に
解

釈
し
た
り
、
音
楽
と
生
活
及
び
社
会
な
ど
と
の
関
連

か
ら
音
楽
を
捉
え
た
り
、
自
分
や
社
会
に
と
っ
て
の

価
値
を
考
え
た
り
し
、
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
い
、

音
楽
の
意
味
や
価
値
を
創
造
す
る
こ
と

な
ど

・
音
や
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
の
質
的
な
世

界
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
感
じ
取
る
感
性

・
協
働
し
て
音
楽
活
動
す
る
喜
び
の
自
覚

・
芸
術
と
し
て
の
音
楽
の
学
習
に
主
体
的
に
取
り

組
む
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
音
楽
を
愛
好
す
る

心
情

・
よ
り
よ
い
音
環
境
を
求
め
る
態
度

・
音
楽
に
よ
っ
て
生
活
や
社
会
を
明
る
く
豊
か
な

も
の
に
す
る
態
度

・
我
が
国
及
び
諸
外
国
の
音
楽
文
化
を
尊
重
す
る

態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動
す

る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

高
等
学
校

音
楽

・
音
楽
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
音
楽
表
現
の
技

能

な
ど

・
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
分
析
的
か
つ
総
体
的
に
捉

え
、
根
拠
を
も
っ
て
解
釈
し
、
明
確
な
表
現
意
図
を

も
っ
た
り
、
音
楽
作
品
や
演
奏
な
ど
に
つ
い
て
批
評

す
る
能
力
を
高
め
た
り
し
て
、
音
楽
の
社
会
的
・
文

化
的
な
意
味
や
価
値
か
ら
芸
術
文
化
の
発
展
に
つ
い

て
考
え
、
創
造
す
る
こ
と

な
ど

・
音
や
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
の
質
的
な
世

界
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
感
じ
取
る
感
性

・
音
楽
文
化
の
発
展
と
創
造
に
寄
与
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動
す

る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

下
線
部
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
の
支
え
と
な
る
指
導
内
容
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

小
学
校

図
画
工
作

・
形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
や
，
材
料
や
用
具

の
特
徴
、
作
品
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
、
造
形
的

な
創
造
活
動
を
通
し
た
理
解
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体
全
体
の
感
覚
な
ど
を
働

か
せ
た
り
経
験
を
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
、
形
や
色

な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
を
捉
え
る
と
と
も
に
自
分
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
な
ど
し
て
、
表
し
た
い
こ
と
に
合

わ
せ
て
材
料
や
用
具
を
使
い
、
表
し
方
を
工
夫
す
る

な
ど
の
創
造
的
な
技
能
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体
全
体
の
感
覚
な
ど
を
働
か

せ
な
が
ら
、
形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
を
捉
え
る

と
と
も
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
な
ど
し
て
、
表
し

た
い
こ
と
を
発
想
し
た
り
、
形
や
色
、
用
途
な
ど
を
考

え
な
が
ら
、
表
し
方
を
構
想
し
た
り
す
る
力
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体
全
体
の
感
覚
な
ど
を
働
か

せ
な
が
ら
、
形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
を
捉
え
る

と
と
も
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
な
ど
し
て
、
自
分

た
ち
の
作
品
や
美
術
作
品
な
ど
か
ら
表
現
の
面
白
さ
を

捉
え
た
り
、
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
っ
た
り
す

る
力
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
や
事
象
を
心
に
感
じ
取
る
感
性

・
感
性
を
働
か
せ
な
が
ら
味
わ
う
、
つ
く
り
だ
す

喜
び

・
造
形
的
な
創
造
活
動
に
主
体
的
に
関
わ
る
態
度

・
形
や
色
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
生
活
や
社
会
と
主
体
的
に
関
わ
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動
す
る
、

情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

下
線
部
は
、
〔
共
通
事
項
〕
と
関
連
す
る
箇
所

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
１
－
２
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

中
学
校

美
術

・
形
や
色
彩
，
材
料
，
光
な
ど
の
性
質
や
，
そ
れ

ら
が
も
た
ら
す
感
情
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
，
創

造
活
動
を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
実
感
的

に
理
解
し
た
り
，
美
術
作
品
，
文
化
遺
産
な
ど
に

つ
い
て
造
形
的
な
特
徴
か
ら
作
風
な
ど
を
理
解
し

た
り
す
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
造
形
感
覚
を
働
か
せ
，
形
や
色
彩
な
ど

の
表
し
方
の
コ
ツ
を
つ
か
み
，
意
図
や
自
己
の
捉

え
た
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
応
じ
て
，
形
や
色
彩
，
材

料
，
用
具
の
特
性
を
生
か
し
た
り
，
新
た
な
表
現

方
法
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
や
，
見
通
し
を

も
っ
て
表
し
た
り
す
る
な
ど
の
創
造
的
な
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
，
造
形
的
な
視
点
で
対
象
・

事
象
を
捉
え
た
り
，
形
や
色
彩
の
特
徴
な
ど
を
基
に
イ

メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
主
題
を
生
み
出
し

た
り
豊
か
に
発
想
し
た
り
し
，
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
考

え
創
造
的
な
表
現
の
構
想
を
練
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
，
造
形
的
な
視
点
で
対
象
・

事
象
を
捉
え
た
り
，
形
や
色
彩
の
特
徴
な
ど
を
基
に
イ

メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
身
の
回
り
の
造
形

や
美
術
作
品
に
つ
い
て
の
見
方
や
感
じ
方
を
深
め
た
り
、

生
活
や
社
会
を
美
し
く
豊
か
に
す
る
美
術
の
働
き
を
捉
え

る
と
と
も
に
，
美
術
文
化
を
伝
統
的
か
つ
創
造
的
側
面
か

ら
捉
え
た
り
し
て
，
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取

り
味
わ
う
こ
と
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
・
事
象
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど

の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ
取
る
感
性

・
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び

・
美
術
の
創
造
活
動
に
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度

・
美
術
を
愛
好
す
る
心
情

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
生
活
や
社
会
と
主
体
的
に
関
わ
る

態
度

・
美
術
文
化
の
継
承
と
創
造
へ
の
関
心

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動

す
る
，
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

下
線
部
は
、
〔
共
通
事
項
〕
と
関
連
す
る
箇
所

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

高
等
学
校

芸
術

（
美
術
）

・
造
形
要
素
の
働
き
な
ど
に
つ
い
て
，
創
造
活
動

を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
実
感
的
に
理
解

し
た
り
，
美
術
作
品
，
文
化
遺
産
な
ど
に
つ
い
て

造
形
的
な
特
徴
か
ら
表
現
の
特
質
を
理
解
し
た
り

す
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
造
形
感
覚
な
ど
を
豊
か
に

働
か
せ
，
意
図
や
自
己
の
捉
え
た
イ
メ
ー
ジ
な
ど

に
応
じ
て
，
造
形
要
素
や
材
料
，
用
具
の
特
性
を

生
か
し
た
り
，
表
現
方
法
を
創
意
工
夫
し
た
り
し

て
表
す
な
ど
の
創
造
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ

と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
造
形

的
な
視
点
で
対
象
・
事
象
を
幅
広
く
捉
え
た
り
，
造
形
要

素
の
特
徴
な
ど
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど

し
て
，
主
題
を
生
成
し
，
表
現
形
式
な
ど
の
特
性
や
造
形

要
素
の
働
き
な
ど
を
考
え
，
創
造
的
な
表
現
の
構
想
を
練

る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
造
形

的
な
視
点
で
対
象
・
事
象
を
幅
広
く
捉
え
た
り
，
造
形
要

素
の
特
徴
な
ど
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど

し
て
，
美
術
作
品
な
ど
を
様
々
な
観
点
か
ら
鑑
賞
し
て
，

心
豊
か
な
生
き
方
に
関
わ
る
美
術
の
働
き
を
捉
え
る
と
と

も
に
，
美
術
文
化
を
伝
統
的
か
つ
創
造
的
側
面
か
ら
幅
広

く
捉
え
，
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
創
造
的
に
味
わ
う
こ
と
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
・
事
象
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど

の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ
取
る
感
性

・
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び

・
芸
術
と
し
て
の
美
術
の
創
造
活
動
に
主
体
的
に

取
り
組
む
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
美
術
を
愛
好
す
る
心
情

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
生
活
や
社
会
と
主
体
的
に
関
わ
る

態
度

・
美
術
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動

す
る
，
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

高
等
学
校

美
術
科

・
美
術
の
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
創
造
的
な

技
能

な
ど

・
感
性
や
美
的
直
感
力
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
個

性
豊
か
な
発
想
や
構
想
を
し
た
り
，
美
術
作
品
や
文
化
財

な
ど
に
つ
い
て
批
評
す
る
能
力
を
高
め
た
り
し
て
，
地
域

や
社
会
全
般
に
わ
た
る
芸
術
文
化
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
，

創
造
す
る
こ
と
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
・
事
象
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど

の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ
取
る
感
性

・
美
術
文
化
の
発
展
と
創
造
に
寄
与
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動

す
る
，
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操
な
ど

下
線
部
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
の
支
え
と
な
る
指
導
内
容

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

高
等
学
校

芸
術

（
工
芸
）

・
造
形
要
素
の
働
き
な
ど
に
つ
い
て
，
創
造
活
動

を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
実
感
的
に
理
解

し
た
り
，
工
芸
作
品
，
伝
統
工
芸
な
ど
に
つ
い
て

造
形
的
な
特
徴
か
ら
工
芸
の
特
質
な
ど
を
理
解
し

た
り
す
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
造
形
感
覚
な
ど
を
豊
か
に

働
か
せ
，
意
図
や
自
己
の
捉
え
た
イ
メ
ー
ジ
な
ど

に
応
じ
て
，
造
形
要
素
や
素
材
，
用
具
の
特
性
を

生
か
し
た
り
，
手
順
や
技
法
な
ど
を
吟
味
し
創
意

工
夫
し
た
り
し
て
制
作
す
る
な
ど
の
創
造
的
な
技

能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
造
形

的
な
視
点
で
対
象
・
事
象
を
捉
え
た
り
，
造
形
要
素
の
特

徴
な
ど
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，

心
豊
か
に
発
想
し
，
用
と
美
の
調
和
や
造
形
要
素
の
働
き

な
ど
を
考
え
，
創
造
的
な
制
作
の
構
想
を
練
る
こ
と
。 な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
造
形

的
な
視
点
で
対
象
・
事
象
を
捉
え
た
り
，
造
形
要
素
の
特

徴
な
ど
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，

工
芸
作
品
な
ど
を
様
々
な
観
点
か
ら
鑑
賞
し
て
，
心
豊
か

な
生
き
方
に
関
わ
る
工
芸
の
働
き
を
捉
え
る
と
と
も
に
，

工
芸
の
伝
統
と
文
化
を
創
造
的
側
面
か
ら
幅
広
く
捉
え
，

そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
創
造
的
に
味
わ
う
こ
と
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
・
事
象
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど

の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ
取
る
感
性

・
工
芸
の
創
造
活
動
の
喜
び

・
芸
術
と
し
て
の
工
芸
の
創
造
活
動
に
主
体
的
に

取
り
組
む
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
工
芸
を
愛
好
す
る
心
情

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
生
活
や
社
会
と
主
体
的
に
関
わ
る

態
度

・
工
芸
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動

す
る
，
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

下
線
部
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
の
支
え
と
な
る
指
導
内
容
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

高
等
学
校

芸
術

（
書
道
）

・
書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
表
現
効
果
の
視
点
か
ら
，

表
現
方
法
，
形
式
，
書
表
現
の
多
様
性
な
ど
に
つ
い
て

理
解
し
た
り
，
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
や
書
の
働

き
，
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
書
の
特
質
に
即
し
て

理
解
し
た
り
す
る
こ
と

な
ど

・
感
性
を
働
か
せ
て
，
意
図
に
基
づ
い
た
創
造
的
な
表
現

を
構
想
し
工
夫
す
る
た
め
に
，
用
具
・
用
材
の
特
徴
を

理
解
し
，
書
の
伝
統
に
基
づ
く
効
果
的
な
書
表
現
の
技

能
を
身
に
付
け
る
こ
と

な
ど

・
書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
し
，
書
を
構
成
す
る
要
素
と

そ
の
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き
を
捉
え
る
な
ど
し
て
，

感
性
を
働
か
せ
な
が
ら
，
自
ら
の
思
い
や
意
図
に
基
づ
い
て

構
想
し
，
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と

な
ど

・
書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き

を
捉
え
る
な
ど
し
て
，
書
表
現
を
創
造
的
に
味
わ
っ
た
り
，

文
字
や
芸
術
と
し
て
の
書
の
伝
統
と
文
化
を
，
歴
史
的
背
景

や
諸
文
化
と
の
関
連
な
ど
か
ら
深
く
捉
え
た
り
し
て
，
書
の

効
用
や
作
品
の
価
値
を
考
え
，
書
に
対
す
る
見
方
や
考
え

方
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と

な
ど

・
書
の
特
質
に
根
ざ
し
、
よ
さ
や
美
し

さ
な
ど
の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ

取
る
感
性

・
書
の
創
造
的
活
動
の
喜
び

・
芸
術
と
し
て
の
書
の
創
造
的
活
動
に

主
体
的
に
取
り
組
む
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
書
を
愛
好
す
る
心
情

・
文
字
や
書
の
効
用
を
生
活
や
社
会
の

中
で
生
か
す
態
度

・
書
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し

て
感
動
す
る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し

て
の
情
操

な
ど

芸
術
科
（
書
道
）
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理

（
検
討
の
た
た
き
台
）

下
線
部
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
の
支
え
と
な
る
指
導
内
容

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
１
－
３
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平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ６ 日
教 育 課 程 部 会
芸術ワーキンググループ

資料２

芸術系教科・科目における見方・考え方（案）

教科・科目 見方・考え方（案）

小学校
音楽科

音楽に対する感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその
働きの視点で音楽を捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起さ
れるイメージや感情、生活などとの関わりについて考えること。

中学校
音楽科

音楽に対する感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその
働きの視点で音楽を捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起さ
れるイメージや感情、生活や社会、文化などとの関わりについて
考えること。

高等学校
芸術科(音楽)

感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその働きの視点で
音楽を幅広く捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起されるイ
メージや感情、芸術としての音楽の文化的・歴史的背景などとの
関わりについて考えること。

小学校
図画工作科

感性や想像力などを働かせて、形や色などを捉えたり、自分のイ
メージをもったりしながら、他者や社会、自然や環境などとの多
様な関係の中で、造形や、心豊かに生きることと造形との関わり
について、創造的に考えること。

中学校
美術科

感性や想像力を働かせて、形や色彩などの造形的な視点で、対象
やイメージを捉えるなどして、自己や他者との関わりや、生活、
社会、文化などとの多様な関係の中で、心豊かに生きることと美
術の関わりについて創造的に考えること。

高等学校
芸術科(美術)

感性や想像力を豊かに働かせて、形や色彩などの造形的な視点で、
対象やイメージを幅広く捉えるなどして、自己や他者との関わり
や、生活、社会、文化などとの多様な関係の中で、心豊かに生き
ることと芸術としての美術の関わりについて創造的に考えること。

高等学校
芸術科(工芸)

感性や想像力を豊かに働かせて、形や色彩、素材などの造形的な
視点で、対象やイメージを幅広く捉えるなどして、自己や他者と
の関わりや、生活、社会、伝統と文化などとの多様な関係の中で、
心豊かに生きることと芸術としての工芸の関わりについて創造的
に考えること。

高等学校
芸術科(書道)

感性を働かせて、書を構成する要素やその関連から生み出される
働きの視点で芸術としての書を捉え、文字と書の伝統と文化、歴
史的背景、生活や社会、諸文化などとの多様な関わりの中で、書
の特質に即して考えること。
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表
現
領
域
の
学
習

（
主
体
的
・
創
造
的
に
音
楽
表
現
す
る
）

音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

知 識 ・ 技 能

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素

（
や
要
素
同
士
の
関
連
）
を

聴
き
取
る
／
知
覚
す
る
こ
と

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素

（
や
要
素
同
士
の
関
連
）
の
働
き
が
生
み
出

す
よ
さ
や
面
白
さ
、
特
質
や
雰
囲
気
な
ど
を

感
じ
取
る
／
感
受
す
る
こ
と

歌
っ
た
り
、
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
音
を
出
し
た
り
、
聴
い
た
り
し
な
が
ら

音
や
音
楽
と
の
出
会
い

表
し
た
い
音
楽
表
現
を
見
い
だ
す
見
通
し
を
も
っ
て

協
働
的
に
学
習
す
る

思
い
や
意
図
を
音
楽
で
表
現
す
る

よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
味
わ
っ
て
聴
く

創
意
工
夫
を
生
か

し
た
音
楽
表
現
に

必
要
な
技
能
を
身

に
付
け
る

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
音
楽
で

表
現
す
る
か
に
つ
い
て

思
い
や
意
図
を
も
つ

言
葉
で
説
明
し
た
り
批
評
し
た
り
す
る
な
ど
し
な
が

ら
、
楽
曲
の
特
徴
や
演
奏
の
よ
さ
な
ど
を
考
え
た
り
、

音
楽
を
解
釈
し
た
り
、
価
値
を
考
え
た
り
す
る

音
楽
に
対
す
る
感
性知 識

関 連 付 け た り 組 み 合 わ せ た り し な が ら 、 習 得 ・ 活 用 す る

音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
見
い
だ
す
見
通
し
を
も
っ
て

協
働
的
に
学
習
す
る

関 連 付 け た り 組 み 合 わ せ た り し な が ら 、 習 得 ・ 活 用 す る

鑑
賞
領
域
の
学
習

（
主
体
的
・
創
造
的
に
鑑
賞
す
る
）

知
覚
・
感
受
し
た
こ
と
を

…

な
ど
し
な
が
ら
、
音
楽
と
の
一
体
感
を
味
わ
っ
た
り
、
要
素
の
働
き
や
音
楽
の
特
徴
に
つ
い
て
他
者
と
共
有
・
共
感
し
た
り
す
る

言
葉
や
体
の
動
き
な
ど
で
表
す

比
較
す
る

関
連
付
け
る

豊
か
な
情
操
の
育
成

音
楽
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
特
徴
と
、
音
楽
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
や
感
情
、
楽
曲
の
背
景
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
…

生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
の
働
き
の
視
点
か
ら
、
学
ん
で
い
る
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
や
価
値
な
ど
を
自
覚
す
る

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
２
－
１
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Ａ
表
現

Ｂ
鑑
賞

形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な

特
徴
や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
と
関
わ
る

全
て
の
学
習
活
動
に

共
通
に
働
く
資
質
・能
力

言 語 活 動

発
想
や
構
想

を
す
る

自
分
の
表
し
た
い
こ
と
（
主
題
）

を
考
え
て
見
付
け
る

材
料
な
ど
か
ら
表
し
た

い
こ
と
を
見
付
け
る

自
分
の
表
現
の
意
図
を

基
に
創
造
的
に
構
想
す
る

話
し
た
り

話
し
合
っ
た
り
す
る

説
明
し
合
っ
た
り

価
値
意
識
を
も
っ
て

批
評
し
合
っ
た
り
す
る

討
論
や
根
拠
を

も
っ
て
批
評
し
合
う

ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

な
ど
に
感
じ
た
こ
と
や

考
え
な
ど
を
整
理
す
る

創
造
的
に
発
想
す
る

他
者
へ
の
働
き
か
け

他
者
か
ら
の
働
き
か
け

協
働
的
な
学
び

形 や 色 ， 材 料 な ど を 操 作 し た り

用 い た り し て 思 考 ・ 判 断 す る

作
品
な
ど
の

よ
さ
や
美
し
さ

な
ど
を
感
じ

取
り
味
わ
う

自
分
の
見
方
や
感
じ
方
を

大
切
に
し
て
，
作
品
な
ど

の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を

感
じ
取
り
味
わ
う

美
術
文
化
や
工
芸
の
伝
統

と
文
化
の
理
解
を
深
め
る

図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

形 や 色 、 イ メ ー ジ な ど を 基 に

言 葉 を 用 い て 思 考 ・ 判 断 す る
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
や
感
性
な
ど

生
活
や
社
会
の
中
の
造
形

や
美
術
の
働
き
に
つ
い
て

感
じ
取
っ
た
り
理
解
を
深

め
た
り
す
る

創
造
的
な

技
能
を

働
か
せ
る

自
分
の
表
現
の

意
図
に
応
じ
て

創
意
工
夫
し
て

創
造
的
な
技
能
を
働
か
せ
る

材
料
や
用
具
の
特
性
な
ど

を
生
か
し
て
創
造
的
な

技
能
を
働
か
せ
る

見
通
し
を
も
っ
て

技
能
を
働
か
せ
る

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
２
－
２
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A表現

形や色、イメージなどの視点をもち、
生活や社会と関わる資質・能力の育成

文化
理解

豊かな情操

創造性 感性

自己

図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）における学習のプロセス
（イメージ案）

B鑑賞

※

※小学校は､
基盤を育てる
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表
現
領
域

鑑
賞
領
域

芸
術
科
（
書
道
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
す
る

知 識 ・ 技 能

・
書
の
形
式
や
表
現
の
多
様
性
つ
い
て

理
解
す
る

・
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
や
書
の

働
き
、
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て

理
解
す
る

・
用
具
・
用
材
の
特
徴
、
表
現
方
法
を
理

解
す
る

・
書
の
伝
統
に
基
づ
い
た
効
果
的
な
表
現

の
技
能
を
身
に
付
け
る

書
に
対
す
る
感
性

臨 書 活 動 ・ 創 作 活 動 創 作 活 動

書
を
構
成
す
る
要
素
を
関
連
さ
せ
な
が

ら
、
自
ら
の
構
想
に
基
づ
き
、
表
現
を

工
夫
す
る

生
活
や
社
会
の
中
で
の
働
き
や
書
の
効

用
を
考
え
、
書
に
対
す
る
見
方
や
考
え

方
を
広
げ
る

・
書
表
現
を
創
造
的
に
味
わ
う

・
文
字
や
芸
術
と
し
て
の
書
の
伝
統
と

文
化
に
つ
い
て
深
く
捉
え
る

【
言
語
活
動
】

・
作
品
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
考
え
た
り

説
明
し
合
っ
た
り
す
る

・
根
拠
を
も
っ
て
批
評
し
合
う

・
自
ら
の
思
い
や
意
図
に
基
づ
い
て
、

表
現
を
構
想
す
る

【
言
語
活
動
】

・
書
こ
う
と
す
る
言
葉
を
選
ん
だ
り
、

生
み
出
し
た
り
す
る

・
表
現
の
意
図
を
言
葉
で
表
す

豊
か
な
情
操
、
生
活
や
社
会
に
お
け
る
文
字
や
書
に
豊
か
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

参
考
と
す
る
古

典
を
選
択
す
る

用
具
・
用
材
を

選
択
す
る

書
表
現
と
の
出
会
い

書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
表
現
効

果
の
視
点
か
ら
の
理
解

書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
関
連
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き
を
捉
え
る

言
葉
に
よ
る
思
考
・
判
断

書
を
構
成
す
る
要
素
に
よ
る
思
考
・
判
断

書
風
の
違
い

を
比
較
す
る

歴
史
的
背
景
と

関
連
付
け
る

書
風
を
分
析
的

に
捉
え
る

全
体
構
成
を
考

え
る

往 還 し な が ら 深 ま っ て い く

往 還 し な が ら 深 ま っ て い く

知 識

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
２
－
３
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小
学
校
音

楽
科
の
評

価
の
観

点
の
イ
メ

ー
ジ

（
例

）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

音
楽

的
な

特
徴

及
び

構
造

と
、

曲
想

と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

、
表

現
及

び
鑑

賞
の

活
動

を
通

し
て

理
解

し
て

い
る

。
 

 

自
分

で
音

楽
表

現
を

し
た

り
友

達
と

一

緒
に

音
楽

表
現

を
し

た
り

、
自

分
の

思
い

や
意

図
を

音
楽

で
表

現
し

た
り

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
技

能
を

身
に

付
け

、
歌

っ
た

り
、

楽
器

を
演

奏
し

た
り

、
音

楽
を

つ
く

っ

た
り

し
て

い
る

。
 

（
例

）
 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
聴

き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
音

楽
表

現
を

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意

図
を

も
っ

て
い

る
。

 

 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
聴

き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
楽

曲
の

特
徴

や
演

奏
の

よ
さ

な
ど

を
考

え
、

自
分

な
り

に
音

楽
の

よ
さ

な
ど

を
見

い
だ

し
味

わ
っ

て
聴

い
て

い
る

。
 

  

（
例

）
 

音
や

音
楽

に
親

し
み

、
主

体
的

・
協

働

的
に

音
楽

表
現

や
鑑

賞
の

学
習

に
取

り

組
も

う
と

す
る

。
 

   

平
成

２
８

年
４

月
２

６
日

 
教

育
課

程
部

会
 

芸
術

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 

資
料

６
－

１
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中
学
校
音

楽
科
の
評

価
の
観

点
の
イ
メ

ー
ジ

（
例

）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

楽
曲

の
背

景
や

構
造

と
、

曲
想

と
の

関
わ

り
及

び
そ

の
多

様
性

に
つ

い
て

、
表

現
及

び
鑑

賞
の

活
動

を
通

し
て

理
解

し
て

い
る

。
 

 

自
分

な
り

に
音

楽
表

現
を

創
意

工
夫

し
た

り
、

自
分

の
思

い
や

意
図

を
音

楽
で

表
現

し
た

り
す

る
た

め
の

技
能

を
身

に
付

け
、

歌
唱

、
器

楽
、

創
作

で
表

し
て

い
る

。
 

（
例

）
 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

が
生

み
出

す
特

質
や

雰
囲

気
を

感
受

し
な

が
ら

、
音

楽
表

現
を

創
意

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意

図
を

も
っ

て
い

る
。

 

 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

が
生

み
出

す
特

質
や

雰
囲

気
を

感
受

し
な

が
ら

、
解

釈
し

た
り

、

自
分

や
生

活
に

と
っ

て
の

音
楽

の
価

値

を
考

え
た

り
し

て
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ

を
味

わ
っ

て
聴

い
て

い
る

。
 

 

（
例

）
 

音
や

音
楽

に
親

し
み

、
生

活
や

社
会

と

音
や

音
楽

と
の

関
わ

り
に

気
付

き
、

主
体

的
・
協

働
的

に
音

楽
表

現
や

鑑
賞

の
学

習
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。
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高
等

学
校

芸
術

科
（

音
楽
Ⅰ

）
の
評
価

の
観
点

の
イ

メ
ー

ジ
（

例
）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討
 

（
例

）
 

楽
曲

の
文

化
的

・
歴

史
的

背
景

や
構

造
と

、
曲

想
と

の
関

わ
り

及
び

そ
の

多
様

性
に

つ
い

て
、

音
楽

活
動

を
通

し
て

理
解

し
て

い
る

。
 

 

音
楽

表
現

の
創

意
工

夫
を

し
た

り
、

自

分
の

表
現

意
図

を
音

楽
で

表
現

し
た

り
す

る
た

め
に

必
要

な
歌

唱
、

器
楽

、
創

作
の

技
能

を
身

に
付

け
、

創
造

的
に

表
し

て
い

る
。

 

（
例

）
 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

を
感

受
し

な
が

ら
、

音

楽
表

現
を

創
意

工
夫

し
、

表
現

意
図

を
も

っ
て

い
る

。
 

 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

を
感

受
し

な
が

ら
、

楽

曲
や

演
奏

を
解

釈
し

た
り

、
生

活
や

社
会

に
お

け
る

音
楽

の
価

値
を

考
え

た
り

し

て
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

創
造

的
に

味
わ

っ
て

聴
い

て
い

る
。

 

 

（
例

）
 

音
楽

活
動

の
喜

び
を

味
わ

い
、

音
や

音
楽

を
生

活
や

社
会

に
生

か
そ

う
と

し
、

主
体

的
・
協

働
的

に
歌

唱
、

器
楽

、
創

作
、

鑑
賞

の
学

習
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。
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小
学
校

図
画
工
作

科
の
評
価

の
観
点
の

イ
メ
ー

ジ
（

例
）

 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

形
や

色
な

ど
の

造
形

的
な

特
徴

や
材

料
や

用
具

の
特

徴
，

作
品

の
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
，

造
形

的
な

創
造

活
動

を
通

し
て

理
解

し
て

い
る

。
 

 感
覚

や
経

験
を

生
か

し
な

が
ら

，
表

し

た
い

こ
と

に
合

わ
せ

て
材

料
や

用
具

を
使

っ
た

り
，

表
し

方
を

工
夫

し
て

表
し

た
り

す

る
な

ど
の

創
造

的
な

技
能

を
身

に
付

け

て
い

る
。

 

 

（
例

）
 

感
じ

た
こ

と
や

材
料

な
ど

を
基

に
，

表

し
た

い
こ

と
を

思
い

付
い

た
り

，
形

や
色

，

用
途

な
ど

を
考

え
た

り
し

て
い

る
。

 

 作
品

な
ど

の
形

や
色

な
ど

か
ら

，
表

現

の
面

白
さ

を
捉

え
た

り
，

よ
さ

や
美

し
さ

な

ど
を

感
じ

取
っ

た
り

し
て

い
る

。
 

（
例

）
 

つ
く

り
だ

す
喜

び
を

味
わ

い
，

主
体

的

に
表

現
や

鑑
賞

の
創

造
活

動
に

取
り

組

も
う

と
す

る
。

 

      

平
成

２
８

年
４

月
２

６
日

 
教

育
課

程
部

会
 

芸
術

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 

資
料

６
－

２
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中
学
校

美
術

科
の
評

価
の
観

点
の
イ
メ

ー
ジ

（
例

）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

形
や

色
彩

，
材

料
，

光
な

ど
の

性
質

や
，

そ
れ

ら
が

も
た

ら
す

感
情

な
ど

の
特

徴
に

つ
い

て
，

創
造

活
動

を
通

し
た

造
形

的
な

視
点

と
し

て
実

感
を

伴
う

理
解

を
し

た
り

，
美

術
作

品
，

文
化

遺
産

な
ど

に
つ

い
て

造
形

的
な

特
徴

か
ら

作
風

な
ど

を

理
解

し
た

り
し

て
い

る
。

 

 感
性

や
造

形
感

覚
を

働
か

せ
，

意
図

に
応

じ
て

，
形

や
色

彩
，

材
料

，
用

具
の

特
性

を
生

か
し

た
新

た
な

表
現

方
法

の

工
夫

を
し

た
り

，
見

通
し

を
も

っ
て

表
し

た

り
す

る
な

ど
の

創
造

的
な

技
能

を
身

に
付

け
て

い
る

。
 

 

（
例

）
 

感
性

や
想

像
力

を
働

か
せ

，
豊

か
に

発
想

し
，

よ
さ

や
美

し
さ

な
ど

を
考

え
，

心

豊
か

で
創

造
的

な
表

現
の

構
想

を
練

っ

て
い

る
。

 

 感
性

や
想

像
力

を
働

か
せ

，
身

の
回

り
の

造
形

や
美

術
作

品
に

つ
い

て
の

見

方
や

感
じ

方
を

深
め

た
り

，
生

活
や

社
会

を
美

し
く

豊
か

に
す

る
美

術
の

働
き

や
，

美
術

文
化

を
伝

統
的

か
つ

創
造

的
側

面

か
ら

捉
え

た
り

し
て

，
そ

の
よ

さ
や

美
し

さ

な
ど

を
感

じ
取

り
味

わ
っ

て
い

る
。

 

（
例

）
 

感
性

や
想

像
力

，
造

形
感

覚
を

働
か

せ
，

美
術

の
創

造
活

動
の

喜
び

を
味

わ

い
，

生
活

や
社

会
の

中
の

美
術

の
働

き

や
美

術
文

化
と

豊
か

に
関

わ
り

，
主

体
的

に
表

現
や

鑑
賞

の
学

習
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。
 

  

124



   

高
等

学
校

芸
術

科
（

美
術
Ⅰ

）
の
評
価

の
観
点

の
イ

メ
ー

ジ
（

例
）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討
 

（
例

）
 

造
形

要
素

の
働

き
な

ど
に

つ
い

て
，

創

造
活

動
を

通
し

た
造

形
的

な
視

点
と

し
て

実
感

を
伴

う
理

解
を

し
た

り
，

美
術

作
品

，

文
化

遺
産

な
ど

に
つ

い
て

造
形

的
な

特

徴
か

ら
表

現
の

特
質

を
理

解
し

た
り

し
て

い
る

。
 

 

感
性

や
造

形
感

覚
な

ど
を

豊
か

に
働

か
せ

，
意

図
に

応
じ

て
造

形
要

素
や

材

料
，

用
具

の
特

性
を

生
か

し
た

り
，

表
現

方
法

を
工

夫
し

た
り

し
て

表
す

な
ど

の
創

造
的

な
技

能
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 

 

（
例

）
 

感
性

や
想

像
力

を
豊

か
に

働
か

せ
，

主
題

を
生

成
し

，
創

造
的

な
表

現
の

構
想

を
練

っ
て

い
る

。
 

 感
性

や
想

像
力

を
豊

か
に

働
か

せ
，

美
的

体
験

を
豊

か
に

し
，

美
術

作
品

な
ど

を
様

々
な

観
点

か
ら

鑑
賞

し
て

，
心

豊
か

な
生

き
方

に
関

わ
る

美
術

の
働

き
や

，
美

術
文

化
を

伝
統

的
か

つ
創

造
的

側
面

か

ら
深

く
捉

え
，

そ
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
創

造

的
に

味
わ

っ
て

い
る

。
 

（
例

）
 

感
性

や
想

像
力

，
造

形
感

覚
を

豊
か

に
働

か
せ

，
美

術
の

創
造

活
動

の
喜

び

を
味

わ
い

，
多

様
な

表
現

方
法

や
，

生
活

や
社

会
の

中
の

美
術

の
働

き
及

び
美

術

文
化

と
幅

広
く

関
わ

り
，

主
体

的
に

表
現

や
鑑

賞
の

創
造

活
動

に
取

り
組

も
う

と
す

る
。
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高
等

学
校

芸
術

科
（

工
芸
Ⅰ

）
の
評
価

の
観
点

の
イ

メ
ー

ジ
（

例
）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討
 

（
例

） 造
形

要
素

の
働

き
な

ど
に

つ
い

て
，

創

造
活

動
を

通
し

た
造

形
的

な
視

点
と

し
て

実
感

を
伴

う
理

解
を

し
た

り
，

工
芸

作
品

，

伝
統

工
芸

な
ど

に
つ

い
て

造
形

的
な

特

徴
か

ら
工

芸
の

特
質

な
ど

を
理

解
し

た
り

し
て

い
る

。
 

 

感
性

や
造

形
感

覚
な

ど
を

豊
か

に
働

か
せ

，
意

図
に

応
じ

て
造

形
要

素
や

素

材
，

用
具

の
特

性
を

生
か

し
た

り
，

手
順

や
技

法
な

ど
を

吟
味

し
創

意
工

夫
し

た
り

し
て

制
作

す
る

な
ど

の
創

造
的

な
技

能
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 

 

（
例

） 感
性

や
想

像
力

を
豊

か
に

働
か

せ
，

心
豊

か
な

発
想

を
し

，
用

と
美

，
よ

さ
や

美
し

さ
な

ど
を

考
え

制
作

の
構

想
を

練
る

こ
と

。
 

 

感
性

や
想

像
力

を
豊

か
に

働
か

せ
，

工
芸

作
品

な
ど

を
様

々
な

観
点

か
ら

鑑

賞
し

て
，

美
的

体
験

を
豊

か
に

し
，

心
豊

か
な

生
き

方
に

関
わ

る
工

芸
の

働
き

や
，

工
芸

の
伝

統
と

文
化

を
伝

統
的

か
つ

創

造
的

側
面

か
ら

深
く

捉
え

，
そ

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

創
造

的
に

味
わ

っ
て

い
る

。
 

（
例

） 感
性

や
想

像
力

，
造

形
感

覚
を

豊
か

に
働

か
せ

，
工

芸
の

創
造

活
動

の
喜

び

を
味

わ
い

，
身

近
な

生
活

や
社

会
に

お

け
る

工
芸

の
働

き
及

び
美

術
文

化
と

幅

広
く

関
わ

り
，

主
体

的
に

表
現

や
鑑

賞
の

創
造

活
動

に
取

り
組

も
う

と
す

る
。

 

  

126



   

高
等

学
校

芸
術
科
（

書
道

Ⅰ
）
の
評
価

の
観
点

の
イ

メ
ー

ジ
（

例
）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

書
を

構
成

す
る

要
素

や
そ

の
表

現
効

果
、

生
活

や
社

会
の

中
で

の
文

字
や

書

の
働
き
、
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
、

創
造

的
な

表
現

と
鑑

賞
の

活
動

を
通

し

て
理
解
し
て
い
る
。
 

 

用
具

・
用

材
の

特
徴

や
書

の
表

現
方

法
な

ど
を

理
解

し
、

書
の

伝
統

に
基

づ

い
た

効
果

的
な

書
表

現
の

技
能

を
身

に

付
け
表
し
て
い
る
。
 

 

（
例

）
 

書
表

現
の

よ
さ

や
美

し
さ

感
受

し
、

書
を

構
成

す
る

要
素

と
そ

の
関

連
か

ら

生
み

出
さ

れ
る

働
き

を
捉

え
、

感
性

を

働
か

せ
な

が
ら

、
自

ら
の

意
図

に
基

づ

い
て

豊
か

に
構

想
し

、
効

果
的

に
表

現

を
工
夫
し
て
い
る
。
 

 

書
を

構
成

す
る

要
素

と
そ

の
関

連
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
働

き
か

ら
書

表
現

を

捉
え

，
そ

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

創
造

的

に
味

わ
う

と
と

も
に

，
文

字
や

書
の

効

用
や

作
品

の
価

値
を

考
え

た
り

，
書

の

伝
統

と
文

化
に

つ
い

て
深

く
捉

え
た

り

し
て
い
る
。
 

 

（
例

）
 

書
の

創
造

的
活

動
の

喜
び

を
味

わ

い
、

生
活

や
社

会
の

中
で

の
文

字
や

書

の
働

き
、

書
の

伝
統

と
文

化
に

豊
か

に

関
わ

り
、

主
体

的
に

表
現

や
鑑

賞
の

活

動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
。

 

  

平
成

２
８

年
４

月
２

６
日

 
教

育
課

程
部

会
 

芸
術

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 

資
料

６
－

３
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家庭、技術・家庭ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．家庭、技術・家庭科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・家庭、技術・家庭科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた家庭、技術・家庭科において育成す

べき資質・能力の系統性について 

 ・家庭、技術・家庭科において育成すべき資質・能力と指導内容の系統性について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき家庭、技術・家庭科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき家庭、技術・家庭科の評価の在り方につい

て 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ（及び論点整理補

足資料スライド26）参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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社 会

【
小

学
校

(高
学

年
）
】

◇
家

庭
科

の
見

方
や

考
え

方
を

踏
ま

え
、

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

そ
の

解
決

を
目

指
す

衣
食

住
な

ど
に

関
す

る
実

践
的

・
体

験
的

な
学

習
活

動
を

通
し

て
、

以
下

の
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

。

○
日

常
生

活
に

必
要

な
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・
技

能
を

習
得

す
る

。
〇

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

そ
の

解
決

を
目

指
し

て
身

に
付

け
た

知
識

・
技

能
を

活
用

し
、

生
活

を
よ

り
よ

く
し

よ
う

と
工

夫
す

る
能

力
を

育
成

す
る

。
〇

家
庭

生
活

の
大

切
さ

に
気

付
き

、
家

族
や

地
域

の
人

々
と

の
関

わ
り

を
考

え
、

家
族

の
一

員
と

し
て

、
生

活
を

よ
り

よ
く
し

よ
う

と
す

る
実

践
的

な
態

度
を

育
成

す
る

。
●

家
庭

や
地

域
と

の
連

携
を

図
り

、
主

体
的

に
取

り
組

む
問

題
解

決
的

な
学

習
を

充
実

す
る

。

◎
少

子
高

齢
化

等
の

社
会

の
変

化
や

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

、
食

育
の

推
進

に
対

応
し

、
家

庭
生

活
と

家
族

の
大

切
さ

等
、

消
費

・
環

境
に

配
慮

し
た

生
活

の
仕

方
、

食
事

の
役

割
や

栄
養

・
調

理
の

基

礎
、

日
本

の
生

活
文

化
の

大
切

さ
に

気
付

く
学

習
を

充
実

す
る

。

【
中

学
校

】
◇

家
庭

分
野

の
見

方
や

考
え

方
を

踏
ま

え
、

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

そ
の

解
決

を
目

指
す

衣
食

住
な

ど
に

関
す

る
実

践
的

・
体

験
的

な
学

習
活

動
を

通
し

て
、

以
下

の
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

。

○
家

庭
の

機
能

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

生
活

の
自

立
に

必
要

な
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・
技

能
を

習
得

す
る

。
○

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

そ
の

解
決

を
目

指
し

て
身

に
付

け
た

知
識

・
技

能
を

活
用

し
、

こ
れ

か
ら

の
生

活
を

展
望

し
て

生
活

を
工

夫
し

創
造

す
る

能
力

を
育

成
す

る
。

〇
自

分
と

家
族

、
家

庭
生

活
と

地
域

と
の

関
わ

り
を

考
え

、
地

域
の

人
々

と
協

働
し

、
生

活
を

工
夫

し
創

造
し

よ
う

と
す

る
実

践
的

な
態

度
を

育
成

す
る

。
●

家
庭

や
地

域
社

会
と

の
連

携
を

図
り

、
「
生

活
の

課
題

と
実

践
」
等

、
主

体
的

に
取

り
組

む
問

題
解

決
的

な
学

習
を

充
実

す
る

。
◎

少
子

高
齢

化
等

の
社

会
の

変
化

や
持

続
可

能
な

社
会

の
構

築
、

食
育

の
推

進
に

対
応

し
、

家
庭

の
機

能
の

理
解

や
、

幼
児

、
高

齢
者

と
の

交
流

等
、

消
費

・
環

境
に

配
慮

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

確
立

の
基

礎
、

食
事

の
役

割
や

栄
養

・
調

理
、

日
本

の
生

活
文

化
の

継
承

等
に

関
す

る
学

習
を

充
実

す
る

。

【
高

等
学

校
】

共
通

教
科

◇
家

庭
科

の
見

方
や

考
え

方
を

踏
ま

え
、

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

そ
の

解
決

を
目

指
す

実
践

的
・
体

験
的

な
学

習
活

動
を

通
し

て
、

以
下

の
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

。
○

生
活

を
科

学
的

に
理

解
し

、
自

立
し

た
生

活
者

に
必

要
な

知
識

・
技

能
を

習
得

す
る

。
○

生
活

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

生
活

を
科

学
的

に
探

究
し

、
生

涯
を

見
通

し
て

生
活

を
創

造
す

る
能

力
を

育
成

す
る

。
〇

様
々

な
年

代
の

人
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

、
主

体
的

に
地

域
社

会
に

参
画

し
、

共
に

支
え

合
う

社
会

の
実

現
に

向
け

て
家

庭
や

地
域

の
生

活
を

創
造

し
よ

う
と

す
る

実
践

的
な

態
度

を
育

成
す

る
。

●
「
ホ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
や

「
学

校
家

庭
ク

ラ
ブ

活
動

」
等

、
主

体
的

に
取

り
組

む
問

題
解

決
的

な
学

習
を

充
実

す
る

。
◎

少
子

高
齢

化
等

の
社

会
へ

の
変

化
や

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

、
食

育
の

推
進

に
対

応
し

、
子

育
て

支
援

等
の

理
解

、
高

齢
者

の
理

解
、

生
涯

の
生

活
設

計
、

消
費

・
環

境
に

配
慮

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

確
立

す
る

た
め

の
意

思
決

定
、

健
康

な
食

生
活

の
実

践
、

日
本

の
生

活
文

化
の

継
承

・
創

造
等

に
関

す
る

学
習

を
充

実
す

る
。

【
小

学
校

（
低

・
中

学
年

）
】

○
基

本
的

な
生

活
習

慣
や

生
活

技
能

、
身

近
な

人
々

と
の

接
し

方
(家

族
や

地
域

の
様

々
な

人
々

）
、

成
長

へ
の

喜
び

･成
長

を
支

え
て

く
れ

た
人

々
へ

の
感

謝
等

（
生

活
科

）
○

健
康

に
よ

い
生

活
に

つ
い

て
の

理
解

（
健

康
に

過
ご

す
た

め
の

明
る

さ
の

調
節

や
換

気
な

ど
の

生
活

環
境

）
、

体
の

発
育

・
発

達
に

つ
い

て
の

理
解

（
体

を
よ

り
よ

く
発

育
・
発

達
さ

せ
る

た
め

の
調

和
の

と
れ

た
食

事
）
（
体

育
科

）
〇

日
常

の
生

活
や

学
習

へ
の

適
応

及
び

健
康

・
安

全
（
基

本
的

な
生

活
習

慣
の

形
成

、
食

育
の

観
点

を
踏

ま
え

た
学

校
給

食
と

望
ま

し
い

食
習

慣
の

形
成

等
）
（
特

別
活

動
）

○
節

度
･節

制
（
基

本
的

な
生

活
習

慣
、

節
度

あ
る

生
活

）
、

家
族

愛
、

家
庭

生
活

の
充

実
等

(道
徳

）
等

【
幼

児
教

育
】

（
教

育
課

程
部

会
幼

児
教

育
部

会
に

お
い

て
、

本
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
の

議
論

を
踏

ま
え

、
幼

児
期

に
育

み
た

い
資

質
・
能

力
、

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

姿
の

明
確

化
に

つ
い

て
審

議
）

○
幼

稚
園

生
活

の
中

で
満

足
感

や
充

実
感

を
持

っ
て

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
に

向
か

っ
て

心
と

体
を

十
分

に
働

か
せ

な
が

ら
取

り
組

み
、

見
通

し
を

持
っ

て
自

ら
健

康
で

安
全

な
生

活
を

作
り

出
し

て
い

け
る

よ
う

に
な

る
。

○
家

族
を

大
切

に
し

よ
う

と
す

る
気

持
ち

を
持

ち
つ

つ
、

い
ろ

い
ろ

な
人

と
関

わ
り

な
が

ら
、

自
分

が
役

に
立

つ
喜

び
を

感
じ

、
地

域
に

一
層

親
し

み
を

持
つ

よ
う

に
な

る
。

等

家
庭
科
、技
術
・家
庭
科
（
家
庭
分
野
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

時
間

軸
空

間
軸

現 在 ・ こ れ ま で の 生 活

こ れ か ら の 生 活

生 涯 を 見 通 し た 生 活

地 域

家 庭

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

教
育

課
程

部
会

家
庭

，
技

術
・家

庭
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
料

７
－

１

108 129



個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

家
庭

高
等
学
校

（
共
通
教
科
）

自
立

し
た

生
活

者
に

必
要

な
知

識
・
技

能

・
家

族
・
家

庭
、

乳
幼

児
の

子
育

て
支

援
等

や
高

齢
者

の
生

活
支

援
等

に
関

す
る

技
術

に
つ

い
て

の
知

識
・
理

解
、

技
能 ・
生

涯
の

生
活

設
計

に
関

す
る

知
識

・
理

解
・
各

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

衣
食

住
に

関
す

る
技

術
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
、

技
能

・
生

活
に

お
け

る
経

済
の

計
画

、
消

費
生

活
や

環
境

に
配

慮
し

た
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
確

立
に

関
す

る
技

術
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
、

技
能

生
活

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

生
涯

を
見

通
し

て
生

活
を

創
造

す
る

能
力

・
家

族
・
家

庭
や

社
会

に
お

け
る

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

、
課

題
を

設
定

す
る

力
・
生

活
課

題
に

つ
い

て
他

の
生

活
事

象
と

関
連

づ
け

、
生

涯
を

見
通

し
て

多
角

的
に

捉
え

、
解

決
策

を
構

想
し

、
計

画
す

る
力

・
実

習
や

観
察

・
実

験
、

調
査

、
交

流
活

動
の

結
果

等
に

つ
い

て
、

考
察

し
た

こ
と

を
科

学
的

な
根

拠
や

理
由

を
明

確
に

し
て

論
理

的
に

説
明

し
た

り
、

発
表

し
た

り
す

る
力

・
他

者
の

立
場

を
考

え
、

多
様

な
意

見
や

価
値

観
を

取
り

入
れ

、
計

画
・
実

践
等

に
つ

い
て

評
価

・
改

善
す

る
力

共
に

支
え

合
う

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

家
庭

や
地

域
の

生
活

を
創

造
し

よ
う

と
す

る
実

践
的

な
態

度

・
男

女
が

協
力

し
て

主
体

的
に

家
庭

や
地

域
の

生
活

を
創

造
し

よ
う

と
す

る
態

度
・
主

体
的

に
地

域
社

会
と

関
わ

り
、

参
画

し
よ

う
と

す
る

態
度

・
生

活
を

楽
し

み
味

わ
い

、
豊

か
さ

を
創

造
し

よ
う

と
す

る
態

度
・
日

本
の

生
活

文
化

を
継

承
・
創

造
し

よ
う

と
す

る
態

度

技
術
・
家
庭

中
学
校

生
活

の
自

立
に

必
要

な
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・技

能 ・
家

庭
の

基
本

的
な

機
能

に
関

す
る

知
識

・
理

解
・
家

族
、

幼
児

、
高

齢
者

に
関

す
る

技
術

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

、
技

能
・
生

活
の

自
立

に
必

要
な

衣
食

住
に

関
す

る
技

術
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
、

技
能

・
消

費
生

活
や

環
境

に
配

慮
し

た
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
確

立
す

る
た

め
の

基
礎

と
な

る
技

術
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
、

技
能

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

解
決

す
る

た
め

に
、

こ
れ

か
ら

の
生

活
を

展
望

し
て

生
活

を
工

夫
し

創
造

す
る

能
力

・
家

族
・
家

庭
や

地
域

に
お

け
る

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

、
課

題
を

設
定

す
る

力

・
生

活
課

題
に

つ
い

て
他

の
生

活
事

象
と

関
連

付
け

、
こ

れ
か

ら
の

生
活

を
展

望
し

て
多

角
的

に
捉

え
、

解
決

策
を

構
想

し
、

計
画

す
る

力
・
実

習
や

観
察

・
実

験
、

調
査

、
交

流
活

動
の

結
果

等
に

つ
い

て
、

考
察

し
た

こ
と

を
根

拠
や

理
由

を
明

確
に

し
て

論
理

的
に

説
明

し
た

り
、

発
表

し
た

り
す

る
力

・
他

者
の

意
見

を
聞

き
、

自
分

の
意

見
と

の
相

違
点

や
共

通
点

を
踏

ま
え

、
計

画
・
実

践
等

に
つ

い
て

評
価

・
改

善
す

る
力

地
域

の
人

々
と

協
働

し
、

生
活

を
工

夫
し

創
造

し
よ

う
と

す
る

実
践

的
な

態
度

・
家

庭
生

活
を

支
え

る
一

員
と

し
て

生
活

を
よ

り
よ

く
し

よ
う

と
す

る
態

度
・
地

域
の

人
々

と
関

わ
り

、
協

働
し

よ
う

と
す

る
態

度
・
生

活
を

楽
し

み
、

豊
か

さ
を

味
わ

お
う

と
す

る
態

度
・
日

本
の

生
活

文
化

を
継

承
し

よ
う

と
す

る
態

度

家
庭

小
学
校

日
常

生
活

に
必

要
な

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
・技

能

・
家

族
・
家

庭
生

活
に

関
す

る
知

識
・
理

解
・
生

活
の

自
立

の
基

礎
と

し
て

必
要

な
衣

食
住

に
関

す
る

知
識

・
理

解
、

技
能

・
消

費
生

活
や

環
境

に
配

慮
し

た
生

活
の

仕
方

に
関

す
る

知
識

・
理

解
、

技
能

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

解
決

す
る

た
め

に
、

生
活

を
よ

り
よ

く
し

よ
う

と
工

夫
す

る
能

力

・
日

常
生

活
の

中
か

ら
問

題
を

見
出

し
、

課
題

を
設

定
す

る
力

・
生

活
課

題
に

つ
い

て
自

分
の

生
活

経
験

と
関

連
付

け
、

多
角

的
に

捉
え

、
解

決
策

を
構

想
し

、
計

画
す

る
力

・
実

習
や

観
察

・
実

験
、

調
査

、
交

流
活

動
の

結
果

等
に

つ
い

て
、

考
察

し
た

こ
と

を
根

拠
や

理
由

を
明

確
に

し
て

わ
か

り
や

す
く
説

明
し

た
り

、
発

表
し

た
り

す
る

力

・
他

者
の

思
い

や
考

え
を

聞
い

た
り

、
自

分
の

考
え

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
た

り
し

て
計

画
・
実

践
等

に
つ

い
て

評
価

・
改

善
す

る
力

家
族

の
一

員
と

し
て

、
生

活
を

よ
り

よ
く
し

よ
う

と
す

る
実

践
的

な
態

度

・
家

庭
生

活
を

大
切

に
す

る
心

情
・
家

族
や

地
域

の
人

々
と

関
わ

り
、

協
力

し
よ

う
と

す
る

態
度

・
生

活
を

楽
し

も
う

と
す

る
態

度
・
日

本
の

生
活

文
化

を
大

切
に

し
よ

う
と

す
る

態
度

家
庭
科

、
技
術
・

家
庭

科
（

家
庭

分
野
)
に
お

い
て

育
成

す
べ

き
資
質
・
能
力
の

整
理

（
た
た
き
台
）

20
16

04
12

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

教
育

課
程

部
会

家
庭

，
技

術
・家

庭
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
料

８

109130



家庭科、技術・家庭科(家庭分野)における思考力・判断力、表現力等の育成イメージ（たたき台）

①生活の中から問題を見出し、解決すべき課題を設定する力

・家族・家庭や社会における生活の中から問題を見出し、課題を設定できる。

・家族・家庭や地域における生活の中から問題を見出し、課題を設定できる。

・日常生活の中から問題を見出し、課題を設定できる。

②生活課題について多角的に捉え、解決策を構想し、計画する力

・生活課題について他の生活事象と関連付け、生涯を見通して多角的に捉え、解決策を構想し、計
画できる。

・生活課題について他の生活事象と関連付け、これからの生活を展望して多角的に捉え、解決策を
構想し、計画できる。

・生活課題について自分の生活経験と関連付け、多角的に捉え、解決策を構想し、計画できる。

③実習や観察・実験の結果等について、考察したことを説明したり、発表したりする力

・実習や観察・実験、調査、交流活動の結果等について、考察したことを科学的な根拠や理由を明
確にして論理的に説明したり、発表したりできる。

・実習や観察・実験、調査、交流活動の結果等について、考察したことを根拠や理由を明確にして
論理的に説明したり、発表したりできる。

・実習や観察・実験、調査、交流活動の結果等について、考察したことを根拠や理由を明確にして
わかりやすく説明したり、発表したりできる。

④他者と意見交流し、計画・実践等について評価・改善する力

・他者の立場を考え、多様な意見や価値観を取り入れ、計画・実践等について評価・改善できる。

・他者の意見を聞き、自分の意見との相違点や共通点を踏まえ、計画・実践等について評価・改善
できる。

・他者の思いや考えを聞いたり、自分の考えをわかりやすく伝えたりして計画・実践等について評
価・改善できる。

※ 上 ： 主に高等学校段階
中央 ： 主に中学校段階
下 ： 主に小学校段階

※①～④のタイトルにも、各学校段階にも、家庭科であることがわかる文言を入れる。
※①と②の重なりを考慮、学習プロセスとの整合性を図る。

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ ３ 日
教 育 課 程 部 会
家 庭 、 技 術 ・ 家 庭
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料９

110 131



協
力
・
協
働

健
康
・
快
適
・
安
全

生
活
文
化
の
継
承
・

創
造

持
続
可
能
な
社
会
の

構
築

家
庭
科
、
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
（
た
た
き
台
）

〇
家
族
や
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
な
ど
に
係
わ
る
生
活
事
象
に
つ
い
て
、
協
力
・
協
働
、
健
康
・
快
適
・
安
全
、

生
活
文
化
の
継
承
・
創
造
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
等
の
視
点
か
ら
解
決
す
べ
き
問
題
を
捉
え
、
よ
り
よ
い
生
活
の

実
現
に
向
け
て
考
察
す
る
こ
と
。

消
費
・
環
境

家
族
・
家
庭
生
活

衣
食
住
の
生
活

※
主
と
し
て
捉
え
る
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
大
き
い
丸
で
示
し
て
い
る
。

取
上
げ
る
内
容
や
題
材
構
成
等
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
見
方
・
考
え
方
を
重
視
す
る
か
は
異
な
る
。

ま
た
、
学
校
段
階
に
よ
っ
て
扱
う
レ
ベ
ル
も
異
な
る
。

自
立
し
共
に
生
き
る
生
活
の
創
造

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

教
育

課
程

部
会

家
庭

，
技

術
・家

庭
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
料

１
０

111132



家
庭

科
，

技
術

・
家

庭
（
家

庭
分

野
）
の

学
習

プ
ロ

セ
ス

(た
た

き
台

）

家
庭
・
地
域
で
の

実
践

改
善
策
を
家
庭
・

地
域
社
会
で
実
践

す
る

生
活
の
課
題
発
見

解
決
方
法
の
検
討
と
計
画

課
題
解
決
に
向
け
た

実
践
活
動

実
践
活
動
の
評
価
・
改
善

生
活
を

見
つ
め
る

課
題
を

設
定
す
る

生
活
に
関
わ
る
科

学
的
理
解
に
基
づ

い
た
解
決
方
法
を

立
案
・
検
討
し
、

決
定
す
る

解
決
の
見
通

し
を
も
ち
、

計
画
を
立
て

る

生
活
に
関
わ
る
科
学
的
知
識
・

技
能
を
活
用
し
て
、
調
理
・
製

作
等
の
実
習
や
、
調
査
、
交
流

活
動
な
ど
を
行
う

結
果
を
評
価

し
，
振
り
返

る

結
果
を
発
表

し
、
改
善
策

を
検
討
す
る

生
活
課
題
に
つ
い
て
多

角
的
に
捉
え
，
解
決
策

を
構
想
し
、
計
画
す
る

力

解
決
策
を
実
践

す
る
力

自
分
の
活
動
を
振

り
返
り
，
改
善
す

る
力

実
生
活
に
活
用

し
実
践
す
る
力

生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見

出
し
、
解
決
す
べ
き
課
題

を
設
定
す
る
力

 ऩ ৾ ಆ ૌ ங  ल

 ଳ घ ॊ ৡ

生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
知
識
の
習
得

生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
技
能
の
習
得

ૼ ચ

ੴ  ؞

৶ ੰ
家
庭
科
の
見
方
・
考
え
方
を
踏
ま
え
た
活
用
で
き
る
知
識
の
習
得

実
生
活
に
活
用
で
き
る
技
能
の
習
得

〇
（
小
）
家
族
の
一
員
と
し
て
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度

（
中
）
地
域
人
々
と
協
働
し
、
生
活
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度

（
高
）
共
に
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
家
庭
や
地
域
の
生
活
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度

〇
生
活
を
楽
し
み
、
味
わ
い
、
豊
か
さ
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

〇
日
本
の
生
活
文
化
を
大
切
に
し
、
継
承
・
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

৾ ल प  ऊ अ

ଙ ২

生
活
課
題
に
つ
い
て
多
角
的
に
捉
え
、
解
決
策
を
構
想
し
、
計
画
す
る
力

ઓ અ ৡ ؞ ਖ਼  ৡ ؞

 ਠ ৡ

他
者
と
意
見
交
流
し
、
計
画
・
実
践
等
に
つ
い
て
評
価
・
改
善
す
る
力

実
習
や
観
察
・
実
験
の
結
果
等
に
つ
い
て
、
考
察
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
、
発
表
し
た
り
す
る
力

生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
、
解
決
す
べ
き
課
題
を
設
定
す
る
力

 ৯  घ ৱ ସ･ ચ ৡ ध ৾ ಆ ௬  भ ৃ એ भ  

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

教
育

課
程

部
会

家
庭

，
技

術
・家

庭
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
料

１
１

※
上
記
に
示
す
各
プ
ロ
セ
ス
は
例
示
で
あ
り
，
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

112 133



今
後

の
方

向
性

(案
)

現
行

学
習

指
導

要
領

目
指

す
資

質
・
能

力
等

小
学
校
家
庭
科
の
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

内
容

家
族
や
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
な
ど
に
係
わ
る
生
活

事
象
に
つ
い
て
、
協
力
・
協
働
、
健
康
・
快
適
・
安
全
、
生
活

文
化
の
継
承
・
創
造
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
等
の
視
点
か

ら
解
決
す
べ
き
問
題
を
捉
え
、
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現
に
向
け

て
考
察
す
る
こ
と

検
討

事
項

家
庭

科
の

見
方

や
考

え
方

・
生
活
の
科
学
的
な
理
解

・
生
活
課
題
を
解
決
す
る
能
力
と
実
践
的
な
態
度
の
育
成

・
小
・
中
・
高
等
学
校
教
育
を
通
じ
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
明

確
化

・
各
学
校
段
階
を
通
じ
て
、
家
庭
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
重
視

・
少
子
高
齢
社
会
、
資
源
や
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

確
立
や
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
力
、
他
者
と
共
生

し
自
立
し
て
生
活
す
る
力
、
生
涯
を
見
通
し
て
生
活
を
設
計
し

創
造
し
て
い
く
力
の
育
成

「
論

点
整

理
」
に

お
け

る
指

摘
事

項

○
少

子
化

社
会

対
策

大
綱
（
Ｈ
２
７
．
３
．
２
０
閣
議
決
定
）

妊
娠
や
家
庭
・
家
族
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
発
達
の
段
階
に
応
じ

た
適
切
な
教
育
の
推
進
を
図
る

〇
高

齢
社

会
対

策
大

綱
（
Ｈ
２
４
．
９
．
７
閣
議
決
定
）

高
齢
社
会
に
関
す
る
課
題
や
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

〇
第

３
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画
（
Ｈ
２
２
．
１
２
．
１
７
閣
議

決
定
）
家
庭
を
築
く
こ
と
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導
の
充

実
を
図
る

〇
食

育
推

進
基

本
計

画
（
Ｈ
２
３
．
３
．
３
１
食
育
推
進
会
議
決
定
）

学
校
教
育
全
体
を
通
し
て
食
育
を
組
織
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る

〇
和

食
の

無
形

文
化

遺
産

登
録
（
Ｈ
２
５
．
１
２
．
４
）

日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化

〇
消

費
者

教
育

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（
Ｈ
２
4
．
８
．
２
２

）

学
校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
推
進

〇
環

境
基

本
計

画
（
Ｈ
２
4
．
４
．
２
7
閣
議
決
定
）

学
校
や
社
会
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
に
基
づ
い
た
環
境
教
育

等
の
教
育
を
推
進
す
る

関
連

す
る

会
議

に
お

け
る

提
言

等

○
生

活
を

よ
り

よ
く
し

よ
う

と
工

夫
す

る
能

力

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

そ
の

解
決

を
目

指
し

て
身

に
付

け
た

知
識

・
技

能
を

活
用

し
、

生
活

を
よ

り
よ

く
し

よ
う

と
工

夫
す

る
能

力 ○
家

族
の

一
員

と
し

て
生

活
を

よ
り

よ
く
し

よ
う

と
す

る
実

践
的

な
態

度

家
庭

生
活

の
大

切
さ

に
気

付
き

、
家

族
や

地
域

の
人

々
と

の
関

わ
り

を
考

え
、

家
族

の
一

員
と

し
て

、
生

活
を

よ
り

よ
く
し

よ
う

と
す

る
実

践
的

な
態

度

○
日

常
生

活
に

必
要

な
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・
技

能

・
家

族
・
家

庭
生

活
に

関
す

る
知

識
・

理
解

・
衣

食
住

に
関

す
る

知
識

・
理

解
、

技
能

・
消

費
生

活
や

環
境

に
配

慮
し

た
生

活
の

仕
方

に
関

す
る

知
識

・
理

解
、

技
能

●
家

族
・
家

庭
生

活
に

関
す

る
内

容
○

少
子

高
齢

化
に

関
す

る
内

容
の

改
善

・
家

族
や

地
域

の
人

々
と

の
関

わ
り

（
異

世
代

）
、

「
家

庭
の

仕
事

」
へ

の
協

力
等

、
家

庭
生

活
と

家
族

の
大

切
さ

の
理

解
に

関
す

る
内

容
の

充
実

（
実

践
的

な
学

習
は

他
教

科
等

と
連

携
）

○
家

庭
や

地
域

と
の

連
携

を
図

り
、

主
体

的
に

取
り

組
む

問
題

解
決

的
な

学
習

を
充

実

●
衣

食
住

の
生

活
に

関
す

る
内

容
○

衣
食

住
の

生
活

に
関

す
る

内
容

の
改

善
・
生

活
の

自
立

の
基

礎
を

培
う

た
め

の
基

礎
的

な
技

能
の

確
実

な
習

得
を

図
る

学
習

の
充

実
・
健

康
で

安
全

な
食

生
活

の
た

め
の

食
育

の
充

実
・
日

本
の

生
活

文
化

の
大

切
さ

に
気

付
く
学

習
の

充
実

○
生

活
の

科
学

的
な

理
解

の
重

視
〇

家
庭

や
地

域
と

の
連

携
を

図
り

、
主

体
的

に
取

り
組

む
問

題
解

決
的

な
学

習
を

充
実

●
身

近
な

消
費

生
活

と
環

境
に

関
す

る
内

容
○

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

に
関

す
る

内
容

の
改

善
・
消

費
・
環

境
に

配
慮

し
た

生
活

の
仕

方
を

工
夫

す
る

内
容

の
充

実
（
実

践
的

な
学

習
は

他
教

科
等

と
連

携
）

○
家

庭
や

地
域

と
の

連
携

を
図

り
、

主
体

的
に

取
り

組
む

問
題

解
決

的
な

学
習

を
充

実

A
家

庭
生

活
と

家
族

（
1
）
自

分
の

成
長

と
家

族
（
2
）
家

庭
生

活
と

仕
事

（
3
）
家

族
や

近
隣

の
人

々
と

の
か

か
わ

り

B
日

常
の

食
事

と
調

理
の

基
礎

（
1
）
食

事
の

役
割

（
2
）
栄

養
を

考
え

た
食

事
（
3
）
調

理
の

基
礎

C
快

適
な

衣
服

と
住

ま
い

（
1）

衣
服

の
着

用
と

手
入

れ
（

2）
快

適
な

住
ま

い
方

（
3）

生
活

に
役

立
つ

物
の

製
作

D
身

近
な

消
費

生
活

と
環

境
（

1）
物

や
金

銭
の

使
い

方
と

買
物

（
2）

環
境

に
配

慮
し

た
生

活
の

工
夫

小 ・ 中 ・ 高 の 系 統 性 、 既 存 の 内 容 の 関 連 性 、 家 庭 科 に お け る 見 方 や 考 え 方 を 踏 ま え た 内 容 の 改 善

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

教
育

課
程

部
会

家
庭

，
技

術
・家

庭
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
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－
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今
後

の
方

向
性

(案
)

現
行

学
習

指
導

要
領

目
指

す
資

質
・
能

力
等

中
学
校
技
術
・家
庭
科
（
家
庭
分
野
）
の
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
） 内

容

検
討

事
項

○
こ

れ
か

ら
の

生
活

を
展

望
し

て
生

活
を

工
夫

し
創

造
す

る
能

力

生
活

の
中

か
ら

問
題

を
見

出
し

て
課

題
を

設
定

し
、

そ
の

解
決

を
目

指
し

て
身

に
付

け
た

知
識

・
技

能
を

活
用

し
、

こ
れ

か
ら

の
生

活
を

展
望

し
て

生
活

を
工

夫
し

創
造

す
る

能
力

○
地

域
の

人
々

と
協

働
し

、
生

活
を

工
夫

し
創

造
し

よ
う

と
す

る
実

践
的

な
態

度

自
分

と
家

族
、

家
庭

生
活

と
地

域
と

の
関

わ
り

を
考

え
、

地
域

の
人

々
と

協
働

し
、

生
活

を
工

夫
し

創
造

し
よ

う
と

す
る

実
践

的
な

態
度

○
生

活
の

自
立

に
必

要
な

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

・
技

能

・
家

庭
の

基
本

的
な

機
能

に
関

す
る

知
識

・
理

解
・
家

族
、

幼
児

、
高

齢
者

に
関

す
る

技
術

に
つ

い
て

の
知

識
・
理

解
、

技
能

・
生

活
の

自
立

に
必

要
な

衣
食

住
に

関
す

る
技

術
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
、

技
能

・
消

費
生

活
や

環
境

に
配

慮
し

た
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
確

立
す

る
た

め
の

基
礎

と
な

る
技

術
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
、

技
能

A
家

族
・
家

庭
と

子
ど

も
の

成
長

（
1
）
自

分
の

成
長

と
家

族
（
2
）
家

庭
と

家
族

関
係

（
3
）
幼

児
の

生
活

と
家

族

B
食

生
活

と
自

立
（
1
）
中

学
生

の
食

生
活

と
栄

養
（
2
）
日

常
食

の
献

立
と

食
品

の
選

び
方

（
3
）
日

常
食

の
調

理
と

地
域

の
食

文
化

C
衣

生
活

・
住

生
活

と
自

立
（

1）
衣

服
の

選
択

と
手

入
れ

（
2）

住
居

の
機

能
と

住
ま

い
方

（
3）

衣
生

活
，

住
生

活
な

ど
の

生
活

の
工

夫

D
身

近
な

消
費

生
活

と
環

境
（

1）
家

庭
生

活
と

消
費

（
2）

家
庭

生
活

と
環

境

●
家

族
・
家

庭
生

活
に

関
す

る
内

容
○

少
子

高
齢

化
に

関
す

る
内

容
の

改
善

・
家

庭
の

機
能

の
理

解
や

幼
児

、
高

齢
者

と
の

交
流

等
、

家
族

や
地

域
の

人
々

と
の

関
わ

り
、

家
庭

生
活

と
地

域
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

内
容

の
充

実
（
実

践
的

な
学

習
は

他
教

科
等

と
連

携
）

〇
家

庭
や

地
域

社
会

と
の

連
携

を
図

り
、

「
生

活
の

課
題

と
実

践
」
等

、
主

体
的

に
取

り
組

む
問

題
解

決
的

な
学

習
を

一
層

充
実

●
衣

食
住

の
生

活
に

関
す

る
内

容
○

衣
食

住
の

生
活

に
関

す
る

内
容

の
改

善
・
生

活
の

自
立

を
促

す
た

め
の

基
礎

的
な

技
能

の
確

実
な

習
得

を
図

る
学

習
の

充
実

・
健

康
で

安
全

な
食

生
活

の
た

め
の

食
育

の
充

実
・
日

本
の

生
活

文
化

の
継

承
に

係
る

学
習

の
充

実
○

生
活

の
科

学
的

な
理

解
の

重
視

〇
家

庭
や

地
域

社
会

と
の

連
携

を
図

り
、

「
生

活
の

課
題

と
実

践
」
等

、
主

体
的

に
取

り
組

む
問

題
解

決
的

な
学

習
を

一
層

充
実

●
身

近
な

消
費

生
活

と
環

境
に

関
す

る
内

容
○

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

に
関

す
る

内
容

の
改

善
・
消

費
・
環

境
に

配
慮

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

確
立

の
基

礎
と

な
る

内
容

の
充

実
（
実

践
的

な
学

習
は

他
教

科
等

と
連

携
）

〇
家

庭
や

地
域

社
会

と
の

連
携

を
図

り
、

「
生

活
の

課
題

と
実

践
」
等

、
主

体
的

に
取

り
組

む
問

題
解

決
的

な
学

習
を

一
層

充
実

○
少

子
化

社
会

対
策

大
綱
（
Ｈ
２
７
．
３
．
２
０
閣
議
決
定
）

妊
娠
や
家
庭
・
家
族
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
発
達
の
段
階
に
応
じ

た
適
切
な
教
育
の
推
進
を
図
る

〇
高

齢
社

会
対

策
大

綱
（
Ｈ
２
４
．
９
．
７
閣
議
決
定
）

高
齢
社
会
に
関
す
る
課
題
や
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

〇
第

３
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画
（
Ｈ
２
２
．
１
２
．
１
７
閣
議

決
定
）
家
庭
を
築
く
こ
と
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導
の

充
実
を
図
る

〇
食

育
推

進
基

本
計

画
（
Ｈ
２
３
．
３
．
３
１
食
育
推
進
会
議
決
定
）

学
校
教
育
全
体
を
通
し
て
食
育
を
組
織
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る

〇
和

食
の

無
形

文
化

遺
産

登
録
（
Ｈ
２
５
．
１
２
．
４
）

日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化

〇
消

費
者

教
育

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（
Ｈ
２
4
．
８
．
２
２

）
学
校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
推
進

〇
環

境
基

本
計

画
（
Ｈ
２
4
．
４
．
２
7
閣
議
決
定
）

学
校
や
社
会
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
に
基
づ
い
た
環
境
教
育
等

の
教
育
を
推
進
す
る

・
生
活
の
科
学
的
な
理
解

・
生
活
課
題
を
解
決
す
る
能
力
と
実
践
的
な
態
度
の
育
成

・
小
・
中
・
高
等
学
校
教
育
を
通
じ
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
明

確
化

・
各
学
校
段
階
を
通
じ
て
、
家
庭
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
重
視

・
少
子
高
齢
社
会
、
資
源
や
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確

立
や
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
力
、
他
者
と
共
生
し
自
立

し
て
生
活
す
る
力
、
生
涯
を
見
通
し
て
生
活
を
設
計
し
創
造
し
て
い

く
力
の
育
成

家
族
や
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
な
ど
に
係
わ
る
生
活
事

象
に
つ
い
て
、
協
力
・
協
働
、
健
康
・
快
適
・
安
全
、
生
活
文
化

の
継
承
・
創
造
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
等
の
視
点
か
ら
解
決

す
べ
き
問
題
を
捉
え
、
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現
に
向
け
て
考
察
す

る
こ
と

家
庭

科
の

見
方

や
考

え
方

「
論

点
整

理
」
に

お
け

る
指

摘
事

項

関
連

す
る

会
議

に
お

け
る

提
言

等

小 ・ 中 ・ 高 の 系 統 性 、 既 存 の 内 容 の 関 連 性 、 家 庭 分 野 に お け る 見 方 や 考 え 方 を 踏 ま え た 内 容 の 改 善

平
成

２
８
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１

３
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教
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課
程

部
会
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庭
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
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家
庭

基
礎

（
２

単
位

）

(1
) 
人

の
一

生
と

家
族

・
家

庭
及

び
福

祉
(2

) 
生

活
の

自
立

及
び

消
費

と
環

境
(3

) 
ホ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
学

校
家

庭
ク

ラ
ブ

活
動

家
庭

総
合

（
４

単
位

）

(1
) 
人

の
一

生
と

家
族

・
家

庭
(2

) 
子

ど
も

や
高

齢
者

と
の

か
か

わ
り

と
福

祉
(3

) 
生

活
に

お
け

る
経

済
の

計
画

と
消

費
(4

) 
生

活
の

科
学

と
環

境
(5

) 
生

涯
の

生
活

設
計

(6
) 
ホ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
学

校
家

庭
ク

ラ
ブ

活
動

生
活

デ
ザ

イ
ン

（
４

単
位

）

(1
) 
人

の
一

生
と

家
族

・
家

庭
及

び
福

祉
(2

) 
消

費
や

環
境

に
配

慮
し

た
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
確

立
(3

) 
食

生
活

の
設

計
と

創
造

(4
) 
衣

生
活

の
設

計
と

創
造

(5
) 
住

生
活

の
設

計
と

創
造

(6
) 
ホ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
学

校
家

庭
ク

ラ
ブ

活
動

今
後

の
方

向
性

(案
)

現
行

学
習

指
導

要
領

目
指

す
資

質
・
能

力
等

高
等
学
校
家
庭
科
（
共
通
教
科
）
の
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

家
族
や
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
な
ど
に
係
わ
る
生
活

事
象
に
つ
い
て
、
協
力
・
協
働
、
健
康
・
快
適
・
安
全
、
生

活
文
化
の
継
承
・
創
造
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
等
の
視

点
か
ら
解
決
す
べ
き
問
題
を
捉
え
、
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現

に
向
け
て
考
察
す
る
こ
と検

討
事

項

家
庭

科
の

見
方

や
考

え
方

・
生
活
の
科
学
的
な
理
解

・
生
活
課
題
を
解
決
す
る
能
力
と
実
践
的
な
態
度
の
育
成

・
小
・
中
・
高
等
学
校
教
育
を
通
じ
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の

明
確
化

・
各
学
校
段
階
を
通
じ
て
、
家
庭
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
重
視

・
少
子
高
齢
社
会
、
資
源
や
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
確
立
や
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
力
、
他
者
と
共

生
し
自
立
し
て
生
活
す
る
力
、
生
涯
を
見
通
し
て
生
活
を
設
計

し
創
造
し
て
い
く
力
の
育
成

「
論

点
整

理
」
に

お
け

る
指

摘
事

項

○
少

子
化

社
会

対
策

大
綱
（
Ｈ
２
７
．
３
．
２
０
閣
議
決
定
）

妊
娠
や
家
庭
・
家
族
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
発
達
の
段
階
に

応
じ
た
適
切
な
教
育
の
推
進
を
図
る

〇
高

齢
社

会
対

策
大

綱
（
Ｈ
２
４
．
９
．
７
閣
議
決
定
）

高
齢
社
会
に
関
す
る
課
題
や
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る

〇
第

３
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画
（
Ｈ
２
２
．
１
２
．
１
７
閣
議

決
定
）
家
庭
を
築
く
こ
と
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導
の

充
実
を
図
る

〇
食

育
推

進
基

本
計

画
（
Ｈ
２
３
．
３
．
３
１
食
育
推
進
会
議
決
定
）

学
校
教
育
全
体
を
通
し
て
食
育
を
組
織
的
・
計
画
的
に
推
進

す
る

〇
和

食
の

無
形

文
化

遺
産

登
録
（
Ｈ
２
５
．
１
２
．
４
）

日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化

〇
消

費
者

教
育

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（
Ｈ
２
4
．
８
．
２
２

）

学
校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
推
進

〇
環

境
基

本
計

画
（
Ｈ
２
4
．
４
．
２
7
閣
議
決
定
）

学
校
や
社
会
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
に
基
づ
い
た
環
境
教

育
等
の
教
育
を
推
進
す
る

生
活

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

○
生

涯
を

見
通

し
て

生
活

を
創

造
す

る
能

力

生
活

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

生
活

を
科

学
的

に
探

究
し

、
生

涯
を

見
通

し
て

生
活

を
創

造
す

る
能

力

○
家

庭
や

地
域

の
生

活
を

創
造

し
よ

う
と

す
る

実
践

的
な

態
度

様
々

な
年

代
の

人
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

、
主

体
的

に
地

域
社

会
に

参
画

し
、

共
に

支
え

合
う

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

家
庭

や
地

域
の

生
活

を
創

造
し

よ
う

と
す

る
実

践
的

な
態

度

○
自

立
し

た
生

活
者

に
必

要
な

知
識

・
技

能

・
家

族
・
家

庭
、

乳
幼

児
の

子
育

て
支

援
等

や
高

齢
者

の
生

活
支

援
等

に
関

す
る

技
術

に
つ

い
て

の
知

識
・
理

解
、

技
能

・
生

涯
の

生
活

設
計

に
関

す
る

知
識

・
理

解
・
各

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

衣
食

住
に

関
す

る
技

術
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
、

技
能

・
生

活
に

お
け

る
経

済
の

計
画

、
消

費
生

活
や

環
境

に
配

慮
し

た
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
確

立
に

関
す

る
技

術
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
、

技
能

２
単

位
科

目
○

少
子

高
齢

化
に

関
す

る
内

容
の

改
善

・
親

の
役

割
と

子
育

て
支

援
(乳

児
期

)、
高

齢
者

の
理

解
と

生
活

支
援

技
術

の
基

礎
、

生
涯

の
生

活
を

設
計

す
る

た
め

の
意

思
決

定
等

、
少

子
高

齢
社

会
を

支
え

る
実

践
力

を
育

成
す

る
た

め
の

内
容

の
充

実
○

衣
食

住
の

生
活

に
関

す
る

内
容

の
改

善
・
自

立
し

た
生

活
者

に
必

要
な

実
践

力
を

定
着

さ
せ

る
学

習
の

充
実

(食
育

、
食

文
化

等
の

充
実

)
○

生
活

の
科

学
的

な
理

解
の

一
層

の
重

視
○

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

に
関

す
る

内
容

の
改

善
・
消

費
・
環

境
に

配
慮

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

確
立

す
る

た
め

の
意

思
決

定
能

力
の

育
成

を
図

る
内

容
の

充
実

○
「
ホ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
や

「学
校

家
庭

ク
ラ

ブ
活

動
」

等
、

主
体

的
に

取
り

組
む

問
題

解
決

的
な

学
習

を
一

層
充

実

４
単

位
科

目
○

少
子

高
齢

化
に

関
す

る
内

容
の

改
善

・
親

の
役

割
と

子
育

て
支

援
(乳

児
と

の
触

れ
合

い
、

子
供

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
)に

係
る

内
容

の
充

実
（
実

習
等

）
、

高
齢

者
の

理
解

と
生

活
支

援
技

術
、

生
涯

の
生

活
を

設
計

す
る

た
め

の
意

思
決

定
等

、
少

子
高

齢
社

会
を

支
え

る
実

践
力

を
育

成
す

る
た

め
の

内
容

の
充

実
・
乳

児
と

の
触

れ
合

い
、

子
供

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

高
齢

者
の

生
活

支
援

に
係

る
内

容
の

充
実

（
実

習
等

）
○

衣
食

住
の

生
活

に
関

す
る

内
容

の
改

善
・
自

立
し

た
生

活
者

に
必

要
な

実
践

力
を

定
着

さ
せ

る
学

習
の

充
実

(食
育

、
食

文
化

等
の

充
実

)
・
健

康
、

安
全

等
を

考
慮

し
た

衣
食

住
の

生
活

を
総

合
的

に
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
す

る
力

を
育

成
す

る
た

め
の

内
容

の
充

実
（
実

習
等

）
・
日

本
の

生
活

文
化

の
継

承
・
創

造
に

係
る

内
容

の
充

実
（
実

習
等

）
○

生
活

の
科

学
的

な
理

解
の

一
層

の
重

視
○

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

に
関

す
る

内
容

の
改

善
・
消

費
・
環

境
に

配
慮

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

確
立

す
る

た
め

の
意

思
決

定
能

力
の

育
成

を
図

る
内

容
の

充
実

・
消

費
・
環

境
に

係
る

地
域

へ
の

働
き

か
け

な
ど

社
会

参
画

力
を

育
成

す
る

た
め

の
内

容
の

充
実

（
実

習
等

）
○

「
ホ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
や

「学
校

家
庭

ク
ラ

ブ
活

動
」

等
、

主
体

的
に

取
り

組
む

問
題

解
決

的
な

学
習

を
一

層
充

実

必
履

修
科

目
・
単

位

関
連

す
る

会
議

に
お

け
る

提
言

等

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

教
育

課
程

部
会

家
庭

，
技

術
・家

庭
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
料

１
２

－
３

小 ・ 中 ・ 高 の 系 統 性 、 既 存 の 内 容 の 関 連 性 、 家 庭 科 に お け る 見 方 や 考 え 方 を 踏 ま え た 内 容 の 改 善

内
容
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【
小
学
校
】

○
手
や
体
全
体
の
感
覚
等
を
働
か
せ
た
り
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
,表
し
た
い
こ
と
に
合
わ
せ
て
材
料
や
用
具
を
使
い
，
表
し
方
を
工
夫
す
る
（
図
画
工
作
）

○
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
り
な
ど
し
て
，
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
つ
く
り
，
そ
の
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
く
（
生
活
）

○
も
の
づ
く
り
の
活
動
を
通
し
て
，
自
然
の
事
物
・
現
象
の
性
質
や
働
き
，
規
則
性
に
つ
い
て
の
実
感
を
伴
っ
た
理
解
を
図
る
（
理
科
）

○
道
徳
の
内
容
と
の
関
連
を
踏
ま
え
た
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
（
道
徳
）

等

【
中
学
校
】

◇
技
術
分
野
の
見
方
や
考
え
方
を
踏
ま
え
，
生
活
や
社
会
に
お
け
る
技
術
に
関
わ
る
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
そ
の
解
決
を
目
指
す
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
,

以
下
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
生
活
や
社
会
で
利
用
さ
れ
て
い
る
技
術
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
，
技
術
と
生
活
や
社
会
，
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

○
生
活
や
社
会
に
お
け
る
問
題
を
，
技
術
を
選
択
，
管
理
・
運
用
，
改
良
，
応
用
す
る
な
ど
し
て
,
解
決
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る
。

○
よ
り
よ
い
生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
，
適
切
か
つ
誠
実
に
技
術
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
。

●
生
活
や
社
会
に
お
け
る
問
題
を
見
出
し
課
題
を
設
定
し
た
上
で
，
解
決
方
策
が
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
設
計
・
計
画
し
，
製
作
・
制
作
・
育
成
を
行
う
と
と
も
に
，
解
決
結
果
・
解

決
過
程
を
評
価
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

◎
技
術
の
高
度
化
と
そ
れ
に
伴
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
，
産
業
構
造
の
転
換
等
の
社
会
の
変
化
に
対
応
し
，
も
の
づ
く
り
や
日
本
の
伝
統
的
な
技
術
，
技
術
革
新
及
び
そ
れ
を
担
う
職
業
・

産
業
へ
の
関
心
，
生
産
な
ど
の
経
済
的
主
体
等
と
し
て
求
め
ら
れ
る
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
や
粘
り
強
く
物
事
を
前
に
進
め
る
態
度
，
情
報
活
用
能
力
，
知
的
財
産
を
創
造
・
保
護
・

活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
，
使
用
者
の
安
全
に
配
慮
し
て
設
計
・
製
作
し
た
り
す
る
な
ど
の
倫
理
観
，
安
全
な
生
活
や
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献
等
に
関
す
る
学
習
を
充
実
す
る
。

生 活 範 囲 ・ 地 域 環 境 ・ 現 在

※ 技 術 を ま ず は

見 つ け る社 会 全 体 ・ 地 球 環 境 ・ 未 来

技 術 で 問 題 解 決 を す る 範 囲 と 影 響 を 及 ぼ す 範 囲

技
術
・家
庭
科
（
技
術
分
野
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

【
高
等
学
校
】

（
情
報
の
共
通
必
履
修
科
目
）

○
情
報
や
情
報
技
術
を
問
題
の
発
見
と
解
決
に
活
用
す
る
た
め
の
科
学
的
な
考
え
方
等
を
育
て
る

①
情
報
と
情
報
技
術
及
び
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
問
題
を
発
見
・
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
情
報
社
会
に
つ
い
て
の
理
解
と
、
情
報
技
術
を
適
切
に
活
用
す
る
た
め
の
技
能
を
養
う

②
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力
を
養
う

③
情
報
を
適
切
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う

（
職
業
に
関
す
る
各
教
科
・
科
目
）

○
各
職
業
分
野
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
，
各
職
業
の
社
会
的
意
義
や
役
割
を
理
解
さ
せ
る
。

○
各
職
業
分
野
に
関
す
る
課
題
（
求
め
ら
れ
る
職
業
能
力
の
高
度
化
，
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子
高
齢
化
等
へ
の
対
応
）
を
発
見
し
，
職
業
人
と
し
て
の
倫
理

観
を
も
っ
て
，
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。

○
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
，
よ
り
よ
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
，
産
業
の
振
興
や
社
会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

【
幼
児
教
育
】

（
教

育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
，
本
ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
で
の

議
論
を

踏
ま
え

，
幼

児
期

に
育

み
た
い

資
質
・

能
力
，

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

○
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関

わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

○
自
然
に
触
れ
て
感
動
す
る
体
験
を
通
し
て
、
自
然
の
変
化
な
ど
を
感
じ
取
り
、
身
近
な
事
象
に
関
心
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
、
自
然
へ
の
愛
情
や
畏
敬
の
念
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
，
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
７
－
２

参
考
【
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
】

○
技
術
・
家
庭
科
の
見
方
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
，
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
そ
の
解
決
を
目
指
す
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
,以
下
の
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
。

・
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
,生
活
と
技
術
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

・
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
そ
の
解
決
を
目
指
し
て
工
夫
し
創
造
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。

・
生
活
を
充
実
向
上
す
る
た
め
に
進
ん
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
。
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個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
，
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
，
人
間
性
等

情
意
，
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

高
等
学
校

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

中
学
校

○
生
活
や
社
会
で
利
用
さ
れ
て
い

る
技
術
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
・
技
能

・
材
料
，
加
工
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
，
生
物
育
成
，
情
報
等
の
技

術
に
用
い
ら
れ
て
い
る
科
学
的

な
原
理
・
法
則
の
知
識

・
技
術
を
安
全
・
適
切
に
管
理
・

運
用
で
き
る
技
能

・
技
術
の
概
念
の
理
解

・
技
術
と
生
活
や
社
会
，
環
境
と

の
関
わ
り
の
理
解

○
生
活
や
社
会
に
お
け
る
問
題
を
，
技
術
を

選
択
，
管
理
・
運
用
，
改
良
，
応
用
す
る

な
ど
し
て
，
解
決
で
き
る
能
力

・
生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関
わ
る
問

題
を
見
出
し
，
解
決
す
べ
き
課
題
を
設
定

す
る
力

・
課
題
の
解
決
策
を
条
件
を
踏
ま
え
て
構
想

し
，
試
行
・
試
作
等
を
通
じ
て
解
決
策
を

具
体
化
（
設
計
・
計
画
）
す
る
力

・
課
題
の
解
決
結
果
及
び
解
決
過
程
を
評
価

し
改
善
・
修
正
す
る
力

・
課
題
の
解
決
策
を
製
作
図
，
流
れ
図
，
作

業
計
画
表
等
に
表
す
力

○
よ
り
よ
い
生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
を

構
築
す
る
た
め
に
，
適
切
か
つ
誠
実
に

技
術
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
態

度

・
進
ん
で
技
術
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度

・
自
分
な
り
の
新
し
い
考
え
方
や
と
ら
え

方
に
よ
っ
て
，
解
決
策
を
構
想
し
よ
う

と
す
る
態
度

・
自
ら
の
問
題
解
決
及
び
そ
の
過
程
を
ふ

り
返
り
改
善
・
修
正
し
よ
う
と
す
る
態

度

・
知
的
財
産
を
創
造
・
保
護
・
活
用
し
よ

う
と
す
る
態
度
，
技
術
に
関
わ
る
倫
理

観
，
粘
り
強
く
物
事
を
前
に
進
め
る
態

度

小
学
校

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

技
術
・
家
庭
科
（
技
術
分
野

）
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

の
整
理
（
た
た
き
台
）

資
料
○

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
，
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
３
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技
術
・
家
庭

科
（
技
術
分

野
）

の
見

方
や

考
え

方
の

整
理
（
た
た
き
台
）

資
料
○

技
術
分
野
の
見
方
や
考
え
方
：技
術
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
際
の
見
方
や
考
え
方

対
象

見
方

考
え
方

技
術
分
野

生
活
や
社
会
で

利
用
さ
れ
て
い

る
技
術
に
つ
い

て
，

物
質
，
生
物
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
情
報
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
安
全
性
，
社
会
か
ら
の
要
求
，

環
境
負
荷
，
費
用
等
を
踏
ま
え
つ
つ
，

材
料
の
生
成
・
成
形
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
・
伝
達
，

生
物
の
育
成
環
境
，
情
報
の
処
理
手
順
等
を
評
価
し
，

最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す
る
こ
と
。

内 容 Ａ

材
料
の
技
術
に

つ
い
て

材
料
を
構
成
す
る
物
質
の
特
性
や
材
料
の
組
織
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
の
安
全
性
，
社
会

か
ら
の
要
求
，
耐
久
性
や
機
能
，
生
産
効
率
，
環
境
へ
の
負
荷
，
資
源
の
有
限
性
等

を
踏
ま
え
つ
つ

材
料
の
生
成
方
法
を
評
価
し
，
最
適
な
も
の
と
な
る
よ

う
考
察
す
る
こ
と
。

加
工
の
技
術
に

つ
い
て

構
造
，
加
工
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
の
安
全
性
，
社
会

か
ら
の
要
求
，
耐
久
性
や
機
能
，
生
産
効
率
，
環
境
へ
の
負
荷
，
資
源
の
有
限
性
等

を
踏
ま
え
つ
つ

材
料
の
必
要
な
形
状
・
寸
法
へ
の
成
形
方
法
，
材
料

の
構
造
を
評
価
し
，
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す

る
こ
と
。

内 容 Ｂ

生
物
育
成
の
技

術
に
つ
い
て

育
成
す
る
生
物
の
成
長
，
は
た
ら
き
，
生
態
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
や
消
費
す
る
際
の

安
全
性
，
社
会
か
ら
の
要
求
，
生
産
の
し
く
み
，
環
境
へ
の
負
荷
，
品
質
・
収
量
等
の

効
率
面
，
生
命
倫
理
等
を
踏
ま
え
つ
つ

生
物
の
育
成
環
境
の
調
節
方
法
を
評
価
し
，
最
適
な

も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す
る
こ
と
。

内 容 Ｃ

エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
の
技
術
に
つ

い
て

電
気
，
運
動
，
物
質
の
流
れ
，
熱
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
の
安
全
性
，
社
会

か
ら
の
要
求
，
出
力
，
環
境
へ
の
負
荷
，
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
踏
ま
え
つ
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
，
伝
達
，
利
用
す
る
方
法
を
評

価
し
，
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す
る
こ
と
。

内 容 Ｄ

情
報
の
技
術
に

つ
い
て

情
報
の
表
現
，
記
録
，
計
算
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
，

問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
る
に
当
た
り
，
倫
理
観
を
も
ち
，
使
用
時
の
安
全
性
，
社
会

か
ら
の
要
求
，
情
報
の
倫
理
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
活
用
，
管
理
，
シ
ス
テ
ム
等
を
踏
ま
え

つ
つ

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
計
算
化
に
よ
る
処
理
の
方
法

を
評
価
し
，
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
考
察
す
る
こ
と
。

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
，
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
４
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技
術
・家
庭
科
（
技
術
分
野
）
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
例
（
た
た
き
台
）

既
存
の
技
術
の
理
解
と

課
題
の
設
定

技
術
に
関
す
る
科
学
的

な
理
解
に
基
づ
い
た

設
計
・
計
画

課
題
解
決
に
向
け
た

製
作
・
制
作
・育
成

成
果
の
評
価
と
次
の
問

題
の
解
決
の
視
点

・
既
存
の
技
術
を
理
解
し
た
上
で
，

生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関

わ
る
問
題
を
見
出
し
，
そ
れ
に
関

す
る
調
査
等
に
基
づ
き
，
現
状
を
さ

ら
に
良
く
し
た
り
，
新
し
い
も
の
を
生

み
出
し
た
り
す
る
た
め
に
解
決
す

べ
き
課
題
を
設
定
す
る
。

・
課
題
の
解
決
策
を
条
件
を
踏
ま
え

て
構
想
し
，
試
行
・
試
作
等
を
通
じ

て
解
決
策
を
具
体
化
（
設
計
・
計

画
）
す
る
。

・
解
決
活
動
（
製
作
･制
作
・
育
成
）

を
行
う
。

・
解
決
結
果
及
び
解
決
過
程
を
評
価

し
解
決
策
を
改
善
す
る
。

・
更
な
る
改
良
点
を
検
討
す
る
。

・
新
た
な
技
術
的
な
問
題
を
発
見
す

る
。

問
題
の
発
見
と
，
課
題
の
設
定

課
題
の
解
決
策
の
具
体
化

解
決
活
動
の
実
践

解
決
活
動
の
ふ
り
返
り

→ 過 程 の 評 価 と 修 正 ←

→ 過 程 の 評 価 と 修 正 ←

→ 過 程 の 評 価 と 修 正 ←

資
料
○

○
生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関
わ
る
問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
べ
き
課
題
を
設
定
す
る
力

○
課
題
の
解
決
策
を
条
件
を
踏
ま
え
て
構
想
し
，
試
行
・
試
作
等
を
通
じ
て
解
決
策
を
具
体
化
（
設
計
・
計
画
）
す
る
力

○
課
題
の
解
決
策
を
製
作
図
，
流
れ
図
，
作
業
計
画
表
等
に
表
す
力

【
目
指
す
資
質
・
能
力
と
学
習
評
価
の
場
面
の
例
】
※
下

記
に

示
す
各
プ
ロ
セ
ス
は
例
示
で
あ
り
，
下
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

○
課
題
の
解
決
結
果
及
び
解
決
過
程
を
評
価
し
，
改
善
・
修
正
す
る
力

思 考 力 ・ 判 断 力 ・

表 現 力

○
技
術
に
用
い
ら
れ
て
い
る
科
学
的
な
原
理
・
法
則
の
知
識

知
識 ・

技
能

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
，
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
５

○
技
術
の
概
念
の
理
解

,技
術
と
生
活
や
社
会
，
環
境
と
の
関
わ
り
の
理
解

態 度

○
技
術
を
安
全
・
適
切
に
管
理
・
運
用
で
き
る
技
能

○
進
ん
で
技
術
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
態

度 ○
知
的
財
産
を
創
造
・
保
護
・
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
・
技
術
に
関
わ
る
倫
理
観
・
粘
り
強
く
物
事
を
前
に
進
め
る
態
度

○
自
ら
の
問
題
解
決
及
び
そ
の
過
程
を
ふ
り
返
り
改
善
・
修
正
し
よ
う
と
す
る
態
度

○
自
分
な
り
の
新
し
い
考
え
方
や
と
ら
え
方
に
よ
っ
て
，
解
決
策
を
構
想
し
よ
う
と
す
る
態
度
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今
後
の
方
向
性

(案
)

○
技
術
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

・
技

術
に

用
い

ら
れ

て
い

る
科

学
的

な
原

理
・
法

則
の

知
識

・
技

術
を

安
全

・
適

切
に

管
理

・
運

用
で

き
る

技
能

・
技

術
の

概
念

及
び

,技
術

と
生

活
や

社
会

，
環

境
と

の
関

わ
り

の
理

解 ○
生
活
や
社
会
に
お
け
る
問
題
を
，
技
術
を
選
択
，
管

理
・
運
用
，
改
良
，
応
用
す
る
な
ど
し
て
，
解
決
で
き
る

能
力

・
生

活
や

社
会

の
中

か
ら

技
術

に
関

わ
る

問
題

を
見

出
し

，
解

決
す

べ
き

課
題

を
設

定
す

る
力

・
課

題
の

解
決

策
を

条
件

を
踏

ま
え

て
構

想
し

，
試

行
・
試

作
等

を
通

じ
て

解
決

策
を

具
体

化
す

る
力

・
課

題
の

解
決

結
果

及
び

解
決

過
程

を
評

価
し

改
善

・
修

正
す

る
力

・
課

題
の

解
決

策
を

製
作

図
，

流
れ

図
，

作
業

計
画

表
等

に
表

す
力 ○
適
切
か
つ
誠
実
に
技
術
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す

る
態
度

・
進

ん
で

技
術

と
関

わ
ろ

う
と

す
る

態
度

・
自

分
な

り
の

新
し

い
考

え
方

や
と

ら
え

方
に

よ
っ

て
，

解
決

策
を

構
想

し
よ

う
と

す
る

態
度

・
自

ら
の

問
題

解
決

及
び

そ
の

過
程

を
ふ

り
返

り
改

善
・
修

正
し

よ
う

と
す

る
態

度
・
知

的
財

産
を

創
造

・
保

護
・
活

用
し

よ
う

と
す

る
態

度
，

技
術

に
関

わ
る

倫
理

観
，

粘
り

強
く

物
事

を
前

に
進

め
る

態
度

現
行
学
習
指
導
要
領

A
材
料
と
加
工
に
関

す
る
技
術

（
1）
生
活
や
産
業
の
中

で
利
用
さ
れ
て
い
る
技

術
（

2）
材
料
と
加
工
法

（
3）
材
料
と
加
工
に
関
す

る
技
術
を
利
用
し
た
製

作
品
の
設
計
・
製
作

B
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

に
関
す
る
技
術

（
1）
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

機
器
の
仕
組
み
と
保

守
点
検

（
2）
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
に

関
す
る
技
術
を
利
用
し

た
製
作
品
の
設
計
・
製

作

C
生
物
育
成
に
関
す

る
技
術

（
1）
生
物
の
生
育
環
境

と
育
成
技
術

（
2）
生
物
育
成
に
関
す

る
技
術
を
利
用
し
た
栽

培
又
は
飼
育

D
情
報
に
関
す
る
技

術 （1
）
情
報
通
信
ネ
ッ
ﾄ

ワ
ー
ク
と
情
報
モ
ラ
ル

（
2）
デ
ィ
ジ
タ
ル
作
品
の

設
計
・
制
作

（
3）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

計
測
・
制
御

目
指
す
資
質
・
能
力
等

中
学
校
技
術
・家
庭
科
（
技
術
分
野
）
の
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

資
料

○

A
材
料
と
加
工
の
技
術

○
生

活
や

社
会

を
支

え
る

材
料

と
加

工
の

技
術

○
材

料
と

加
工

の
技

術
に

よ
る

問
題

解
決

○
社

会
の

発
展

と
材

料
と

加
工

の
技

術

B
生
物
育
成
の
技
術

○
生

活
や

社
会

を
支

え
る

生
物

育
成

の
技

術
○

生
物

育
成

の
技

術
に

よ
る

問
題

解
決

○
社

会
の

発
展

と
生

物
育

成
の

技
術

C
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術

○
生

活
や

社
会

を
支

え
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
の

技
術

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

の
技

術
に

よ
る

問
題

解
決

○
社

会
の

発
展

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

の
技

術

D
情
報
の
技
術

○
生

活
や

社
会

を
支

え
る

情
報

の
技

術
○

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
問

題
解

決
（
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

に
よ

る
動

的
コ

ン
テ

ン
ツ

作
成

）
○

機
器

の
自

動
化

に
よ

る
問

題
解

決
（
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

に
よ

る
計

測
・
制

御
）

○
社

会
の

発
展

と
情

報
の

技
術

※
  

１
年

の
最

初
に

扱
う

内
容

の
「
○

生
活

や
社

会
を

支
え

る
技

術
」
は

，
３

年
間

の
技

術
分

野
の

学
習

の
見

通
し

を
立

て
さ

せ
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
的

な
内

容
と

し
て

も
指

導
す

る
※

３
年

で
取

り
上

げ
る

内
容

の
「
○

技
術

に
よ

る
問

題
解

決
」
で

は
、

他
の

内
容

の
技

術
も

含
め

た
統

合
的

な
問

題
に

つ
い

て
取

り
扱

う

内
容

生
活

や
社

会
で
利

用
さ

れ
て
い

る
技
術

に
つ
い

て
，
物

質
，

生
物

,
エ

ネ
ル

ギ
ー
や

情
報
の
特

性
に

着
目
す
る

と
と
も

に
,問

題
を

見
出

し
,
解

決
す

る
に
当
た

り
，
倫

理
観
を

も
ち
，

安
全

性
，

社
会

か
ら

の
要

求
，

環
境
負

荷
，
費

用
等
を

踏
ま
え

つ
つ
，

技
術

を
評

価
し

，
最

適
な

も
の
と

な
る
よ

う
考
察

す
る
こ

と

検
討
事
項

技
術
分
野
の
見
方
や
考
え
方

・
技

術
を

適
切

に
評

価
・
活

用
し

，
安

心
・
安

全
な

生
活

の
実

現
に

貢
献

で
き

る
力

・
技

術
を

創
造

し
，

よ
り

よ
い

社
会

を
構

築
で

き
る

力
・
育

成
す

べ
き

資
質

・能
力

の
明

確
化

・
技

術
に

関
す

る
科

学
的

な
理

解
・
技

術
と

社
会

・
環

境
と

の
関

わ
り

の
理

解
の

充
実

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

や
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
等

も
含

め
た

情
報

活
用

能
力

の
育

成
等

の
充

実
・
小

学
校

図
画

工
作

科
，

高
等

学
校

情
報

科
，

職
業

に
関

す
る

教
科

・
科

目
等

と
の

関
連

「
論
点
整
理
」
に
お
け
る
指
摘
事
項

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
，
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
６

学
習
プ
ロ
セ
ス

○
世
界
最
先
端
IT
国
家
創
造
宣
言
（
平
成
2
7年

6
月
3
0
日
一

部
改
訂
）
：

初
等
・
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
教
育
の
充
実
に
努
め
，
IT
に
対

す
る
興
味
を
育
む
と
と
も
に
，
IT
を
活
用
し
て
多
様
化

す
る
課
題
に
創
造
的
に
取
り
組
む
力
を
育
成
す
る
。

○
成
長
戦
略
の
進
化
の
た
め
の
今
後
の
検
討
方
針
（
平
成

2
8
 年

１
月
2
5日

産
業
競
争
力
会
議
)；

第
４
次
産
業

革
命
に
向
け
て
，
異
な
る
多
様
な
知
を
結
び
つ
け
な
が

ら
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
創
造
的
な
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要

○
知
的
財
産
推
進
計
画
2
0
15
（
平
成
2
7年

6
月

知
的
財
産

戦
略
本
部
）
：
青
少
年
の
知
財
に
対
す
る
意
識
と
知
識

を
向
上
さ
せ
知
財
人
財
の
裾
野
拡
大
に
つ
な
げ
る
べ
く
，

小
中
高
等
学
校
に
お
い
て
知
的
財
産
に
関
す
る
教
育
の

推
進
を
図
る

関
連
す
る
会
議
に
お
け
る
提
言
等

既
存
の
技
術
の

理
解
と

課
題
の
設
定

既
存
の
技
術
の

理
解
と

課
題
の
設
定

↑ 過 程 の 評 価

と 修 正↓
↑ 過 程 の 評 価

と 修 正↓

技
術
に
関
す
る

科
学
的
な
理
解

に
基
づ
い
た
設

計
・
計
画

技
術
に
関
す
る

科
学
的
な
理
解

に
基
づ
い
た
設

計
・
計
画

↑ 過 程 の 評 価

と 修 正↓
↑ 過 程 の 評 価

と 修 正↓

課
題
解
決

に
向
け
た

製
作
・
制

作
・
育
成

課
題
解
決

に
向
け
た

製
作
・
制

作
・
育
成

↑ 過 程 の 評 価

と 修 正↓
↑ 過 程 の 評 価

と 修 正↓

成
果
の
評
価
と
次

の
問
題
の
解
決
の

視
点

成
果
の
評
価
と
次

の
問
題
の
解
決
の

視
点

○
生
活
や
社
会
を
支
え
る
技
術

○
社
会
の
発
展
と
技
術

○
技
術
に
よ
る
問
題
解
決
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家
庭
,技

術
・
家
庭

科
の
評
価
の

観
点

及
び

そ
の

趣
旨
(た

た
き

台
)

資
料
○

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
，
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
７

評
価
の
観
点

個
別
の
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

（
論
点
整
理
）

高
等
学
校
家
庭

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

生
活
を
科
学
的
に
理
解
し
，
自
立
し
た
生
活

者
に
必
要
な
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能

を
身
に
付
け
て
い
る
。

家
族
・
家
庭
や
社
会
に
お
け
る
生
活
の
中
か
ら
問

題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
そ
の
解
決
の
た

め
に
，
生
活
を
科
学
的
に
探
究
し
、
生
涯
を
見
通

し
て
生
活
を
創
造
す
る
能
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

自
立
し
た
生
活
者
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
主
体
的
に

身
に
付
け
た
り
，
地
域
社
会
に
参
画
し
，
共
に
支
え
合

う
社
会
の
実
現
に
向
け
て
，
家
庭
や
地
域
の
生
活
を
創

造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
身
に
付
け
た
り
し
て

い
る
。

中
学
校 技
術
・
家
庭

生
活
や
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能

生
活
を
工
夫
し
創
造
す
る
能
力

主
体
的
に
実
践
す
る
態
度

生
活
や
技
術
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
,生
活
と
技
術
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
，

そ
の
解
決
を
目
指
し
て
工
夫
し
創
造
し
て
い
る
。
生
活
や
技
術
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
主
体
的
に
身
に

付
け
た
り
、
生
活
を
充
実
向
上
す
る
た
め
に
進
ん
で
実

践
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

（
技
術
分
野
）

生
活
や
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能

生
活
を
工
夫
し
創
造
す
る
能
力

主
体
的
に
実
践
す
る
態
度

生
活
や
社
会
で
利
用
さ
れ
て
い
る
技
術
に

つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

を
身
に
付
け
，
技
術
と
生
活
や
社
会
,環
境
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

生
活
や
社
会
に
お
け
る
技
術
に
関
わ
る
問
題
を
見

出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
そ
の
解
決
を
目
指
し
て
，

技
術
を
評
価
，
選
択
，
管
理
・
運
用
，
改
良
，
応
用

し
て
い
る
。

進
ん
で
技
術
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
と
と
も
に
，
主
体
的
に

技
術
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
た
り
，
よ
り
よ

い
生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
適

切
か
つ
誠
実
に
技
術
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
し
た
り
し

て
い
る
。

（
家
庭
分
野
）

生
活
や
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能

生
活
を
工
夫
し
創
造
す
る
能
力

主
体
的
に
実
践
す
る
態
度

家
庭
の
基
本
的
な
機
能
に
つ
い
て
理
解
し
，

生
活
の
自
立
に
必
要
な
衣
食
住
や
家
族
の

生
活
な
ど
に
係
る
技
術
に
つ
い
て
の
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
て

い
る
。

家
族
・
家
庭
や
地
域
の
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見

出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
そ
の
解
決
を
目
指
し
，
こ

れ
か
ら
の
生
活
を
展
望
し
て
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
に
工
夫
し
創
造
し
て
い
る
。

衣
食
住
や
家
族
の
生
活
な
ど
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を

主
体
的
に
身
に
付
け
た
り
，
地
域
の
人
々
と
協
働
し
，

生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
進
ん
で
活
用
し
，
実
践
し

よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

小
学
校
家
庭

家
庭
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能

生
活
を
創
意
工
夫
す
る
能
力

主
体
的
に
実
践
す
る
態
度

日
常
生
活
に
必
要
な
衣
食
住
や
家
族
の
生

活
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

日
常
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設

定
し
，
そ
の
解
決
を
目
指
し
て
生
活
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
考
え
工
夫
し
て
い
る
。

衣
食
住
や
家
族
の
生
活
な
ど
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を

主
体
的
に
身
に
付
け
た
り
，
家
族
の
一
員
と
し
て
，
生

活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
進
ん
で
活
用
し
，
実
践
し
よ

う
と
し
た
り
し
て
い
る
。
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